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第 三 篇

大阪帝國大學醫學部第三内科教室(圭任、今村荒男博士)

書學士 束 田 一 夫

(論文要旨)

豫 メ約1ケ 月前二BCG1薩 ヲ皮下若 シク ・・氣管丙

二注射 シ感染免疫 ヲ賦與シタ ノレ免疫海猿 ノ氣管内二

人型結核菌10分 ノ1彪 若 シ ク ノ・BCG2彪 ヲ注射

シ、其肺臓 ノ示ス反臆i機輔ノ早期攣遷二就 キ検索 シ

之 ヲ初感染動物 ノ夫 ト比較研究セリ。余ノ實験 二於テ

ノ・初感染像ハ圭 トシテ培殖性 ニシテ 再感染像二於テ

ハ圭 トジ テ滲出性炎衝 ヲ惹起スノレヲ見 タ リ。然 レ

緒 言

第一章 實験方法

第二章 賓験成績

第一項 豫備試験

第二項 強毒人型結核菌氣管内注射試験

第一一實験

第二實験

目

ドモ伺 之 ヲ精 細 二観 察 ス ル時 ノ・雨 者 ノ差 異 ハ質 的 差

異 ニ ア ラ ズ量 的 蛇 二時 間 的 差 異 ニ シ テ、 帥 チ再 感 染

試 験 二於 テハ 初 感 染 試験 二比 シ早期 ヨ リ 且 高 度 二反

庶 ス)1/モ ノナ ル ヲ立詮 シ、 斯 ル 所 謂 速 進 反 磨(besch・

leunigteReaktion)ノ ・経 氣 道 免 疫 動 物 二於 テ ・・皮 下免

疫 動 物 二比 シ 高 度 ナ ル ヲ見 タ リ。 即 チ経 氣 道 的感 染

二i封ス ノレ経 氣 道 的 局所 免疫 ノ 本 態 二i封 シー 考察 ヲ與

ヘ タル モ ノナ リ ト信 ズ。

次

第三項 弱毒結核菌BCG氣 管内注射試験

第三箕験

第三章 練、括

・第四章 考 按

第五章 結 論

附 記

圭要文厭

緒 言

古 來肺結核 感染脛路 二封 シテハ淋 巴管径路説 ノ

外、氣道説及 ビ血道読 ノニ大學設相封峙 シテ決

セズ。血道論 二加澹 セルv.Behring,vBaum-

garten,Calmette,Ribbert,佐 多、 有馬氏等

ハ結 核菌 ハ鼻II室、 咽膣、2ili化管 粘膜其他 ノ部位

ヨリ血道 二入 リ次 デ肺臓 二達 シ此塵 二病攣 テ惹

起 スルモ ノナ リ ト難 モ、斯 ル迂遠 ナル路 ラ探 ラ

ズ トモ 直接肺臓 二吸引 セラル ・ハ 又有 リ得ベ

キ事 ナルベ シ。多 ク ノ塵埃 ガ氣管 ラ通 ジ肺臓

内 二吸引 サル ニ不 拘濁 リ結核菌 ノ ミ然 ラザ ル理

由 ナ シ。從 ツテ吸入若 シクハ氣管 内注射 ニ ヨリ

結 核菌 テ直接肺臓 内二達 セシメ此慮 二惹起 スル

病攣 ラ検査 スルハ肺結核病理研究 上必要 ナル事

項 ニ シテ事 實多撒 ノ研 究業績 アリ。然 レドモ其

多 クハ菌接種後 比較 的長時 日後 ノ所 見卯 チ後期

反 鷹 二就 キ検査 セルモ ノニ シテ、菌接種直後 ヨ

リ其病機進 展 ノ経 過 テ時 間 テ追 ヒテ検査 セル所

謂初期憂遷 二就 キ研究 セル モ ノ・・渡 邊、Herx-

heimer,T6PPichPagel其 他 二、三氏 アルノ ミ

而 モ其業績報 告テ検討 スル ニ所説術一致 セザル

貼 甚ダ多 う、 且初感染及 ビ再感染試験 ラ比較研

究 セルモ ノ甚 ダ少 シ。余 ハ前 同報告 二於 テ結核
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」

菌氣管内初接種及 ビ再接種 二際 シ深部氣道内二

於テ螢爲セラル ・細胞性防禦機韓テ菌接種直後

ヨリ10日 二亙 リ精細研究セ シモ、 コハ特殊方

法ニヨリテ得 タル氣管枝洗條液二就キ検索セシ

モ ノー シテ肺臓 組織 トノ關係 テ知 ル テ 得 ザ リ

キ。斯 ル故 二余 ハ肺臓 ノ局所発疫 ニ ヨル組織反

鷹或 ハ組織 「ア レルギーJ二 就 テ殊 二其早期 二於

ケル知見 テ得 ン トシテ本研究 テ企 テ タ リ。

第・一章 實験方法

實験材料

實験動物・・凡テ雄性海猿ヲ使用セリ。

結核菌株、本實験 二使用セ)T/結核菌株・・2種 ナ、リ、帥

チ人型結核菌S及 ビBCG菌 株 ナリ トス。人型結核

菌Sノ ・當敏室 一於テ分離培養 セラレタルモノ ニ シ

テ、BCG菌 株 ノ・今村敏授保管二係)lzモノ ナ リ。前

者ノ、弧…毒菌ニシテ後者ノ・甚ダ弱i毒ナ リ。

結核菌液製造法及 ビ菌液氣管内注射法・・前報告二於

ケノレが如 シ。

観察

余・・上記人型結核薗或ノ・BCG菌 浮游液 ヲ海狸 ノ氣

管内二接種 シ後各種 ノ時期二於 テ屠殺解剖 シ切片標

本 ヲ作製 シ之 ヲ槍索 セ リ。倫是等初感染 ノ場合 ノ射

照 トシテ豫 メ氣管内若 シクノ・右脚内側皮下二BCG

菌1竈 ヲ接種 シ感染免疫ヲ賦與セノレ海狸ニ モ 氣管内

接種 ヲ1施 シ、是等初感染及 ビ再感染 ノ場合ノ病攣iヲ

比較セ リ。爾其一一部ニハ4%「 リチオン、カノレミソ[

溶 液 ヲ氣 管 内 二 注 射 シ生膿 染 色 ヲ施 セ ノレモ ノ ア リ、

或 ・・結 核 菌 浮 游 液 ヲ製 作 ス ノレニ 當 リ食 睡水 二代 フノレ

ニ 「リチ オ ソ、 加 レ ミ ソ」溶 液 ヲ以 テセ ノレモ ノア リ。

爾 試験 動 物 ・・實 験 二際 シテ レー メ ル氏 反 鷹 ヲ 槍 査 シ

其 陰 性 ナ ノレヲ確 メ テ後 使 用 セ リ。 免 疫 動 物 二於 テ ・・

再 感 染 前 再 ビ レー メJレ氏 反 鷹 ヲ施 行 セ リ。 此 庭 二注

意 ス ベ キ ハ精 密 ナ ル組 織 検 索 二際 シテ ・・屠 殺 直 前 二

於 テ ヒ=メ ル 氏 反 鷹 ヲ施 行 ス ノレノ・避 クベ キ事 ナ リ、

コ レ「ツ ベル ク リン1ノ 病 竈 反 鷹 ヲ惹 起 ス.ノレ虞 レァ レ

バ ナ リ。

試 験 動物 ・・毎 常 「ク ロ ・ホ ノレム」 ヲ以 テ麻 酪 活 禮 解 剖

二附 セ リ、 以 下 屠 殺 トア ル ハ之 ヲ意 味 ス、

標 本 製 作 二當 リテ ・・10倍 ノ 「フォル マ リ ン」溶 液 ニ テ

固定 シ、「パ ラ フィソ」包 埋 切 片 ヲ作 製 シ、圭 トシテ 「ヘ

マ トキ シ リ ソ、 エ オ ジ ン」染 色 法、 結 核 菌 染 色 法 及 ビ

ワ1ゲ ル ト氏t]t,1"1力繊 維 染 色法 ヲ用 ヒ、時 ニ ゾ ン、 ギー

ソ ソ氏 染 色 法 ヲ用 ヒタ リ。

第二章 實験成績

第一項 豫 備試験

本實験 ノ如 ク微細 ナル組織反慮 テ検査 スル實験

二於 テハ正常肺組織 ノー般的豫備知識 ヲ有 スル

ハ甚ダ必要 ナル コ トナ リ。

所謂健常海猿 ノ肺組織 二於 テモ生理的 二既 二病

的竈 アル・・多数 ノ研究者 ニヨ リ指摘 セラル ・所

ニ シテGerlachu ・Finkeldey・ ・幼弱或 ・・成熟

海瞑 ノ肺 組織 テ検索 シ、成熟海猿 二於 テハ厘 ヒ

肺組織 内二淋 巴球 結節 テ認 メ之ハ氣管枝或 ハ血

管等 二無關係 二存 在 スルモ、肺 門部 二近 キ大氣

管枝或 ハ大血管周園 二存在 スル淋 巴濾胞 ト匠別

スル コ ト困難 ニ シテ好 ンデ肋膜 下二登生 ス ト云

ヘ リ。爾之aリ モ厘 く認 ムルハ血管周圃浸潤 ニ

シテ少撒 ノ多核 白血球 テ混 ズ、第3一 ハ多核 白

血球 ノ量 ハ個禮 ニ ヨ リテ甚 シク差異 ア リテ相當

大 量 二存在 スル コ トア リ、第4ハ 展 ζ無氣肺部

位 ア リト云 ヘ リ。且以上4種 ノ憂化中血管周園

浸潤及 ピ多核 白血球 ノ多量存在 ハ殆 ン ド侮常 認

ムルモ ノニ シテ生理的 ト見倣 シテ可ナ リ、淋 巴

結節 ハ或 ル疾患 ノ結果 ナルベ シ ト考ヘ ラル ・モ

外見上健康 ナルモ ノニ於 テモ認 メ ラル ・モ ノナ

リ、其他無氣 肺病竈 モ亦生 理的ナルベ シト云 ヘ

リ。Seemann亦 海狽 ノ肺臓 二・・El[.二多数 ノ白

血球 存在 シ炎衝 テ疑 ハ シムル コ トスラア リ ト云

ヒ、或 ハ血管周園淋 巴球 ノ外套駄 二園続 セルモ

ノア リ、 又「生理的無氣肺Jノ 部 位 ア リテ此部 ノ

血管 室虚 ナ リト云 ヘ リ。余 ハ少撒健 康海狽 ラ検

索 シテ上記各種 ノ攣 化 ラ見出 セリ。以是観之前

述 ノ輕微 ナル病攣 ノ存在 ニ ヨリ其意義 テ論 ズル

事 ハ無意味 ナルモ ノナ リ ト云 フベ シ。
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第二項 強毒人型結核菌氣管内注射試験

第一實験

盟重300瓦 内外 ノ中等大海猿30頭(實 験途 中艶

死 セルモ ノハ除外 シ、動物番號ハ記載二當 リテ

攣革セリ)テ3群 二分 チ、内10頭 ハBCG1

竈(0.3琵 ノ生理的食盤水中二俘游セシム)テ氣

管 内二注射 シ(丙 群)、12頭 二於テノ・同 ジクB

CG1睡 テ右脚内側皮下二注射 シ(乙群)、約1

ケ月後残 リ8頭 ノ健康海狽(甲 群)テ 含メル全試

験動物 ノ氣管内二人型結核菌10分 ノ1甦 宛テ

注射 シ、5分 、10分 、30分 、1時 間、3時 間、

5時 間及 ビ10時 間後 ノ各期 二於 テ各 群 ヨ リ

各k1頭 宛屠殺 シ其肺臓 テ精査 セ リ。術一部 ニ

ハ1リ チ オン、 カル ミン」溶液 ラ以 テ結核菌浮游

液 テ製作 シ、其0.3蝿(結 核 菌千分 ノ1睡 テ含

有 ス)テ 氣 管 内二注射 セルモ ノア リ、或 ハ 「リチ

オン、カル ミン」氣 管内二注 入 セルモ ノアリ、免

疫動物 ノ各1頭 ハ封照 トシテ結核菌 テ再感染 セ

ズ ≒テ屠殺 セルモ ノア リ。其實験 方法 テ表記 ス

レバ第1表 ノ如 シ。

第]表 實 験 方 法

試 獣 群 前 庭 置 瀞 養期剛 試 験 接 種

甲群 初 感 染 動 物

乙群 皮下免疫動物

丙群 経氣道免疫動物

セ ズ

BCG1莚 皮下注射

BCG1選i氣 管 内ili射 }、島一}鑛讐ll撫鎌 讐
次 二其實験成績テー括表記 シ、各例 ノ詳細ナル 所 見 ハ本篇 ノ末項 二於 テ附記 セ ン トス。

第2表 實験成績一覧表

試

獣

群 ll虜 置

1騰
肺 臓 ノ顯 微 鏡 的 所 見

肺 脾

竃

病
攣
程
度

氣管枝腔 肺胞腔 肺胞中隔 肺

水

腫

血

管

充

血輩 多 軍 多 輩 多

6350「 カJ十 薗 ・ 直 後 一 〇.3

初 ⊥310

感8320

9380染

10310

動11270

物12400

13300

14400

菌

,,

,,

,,

,,

ρ,

,,

・5分 一 万 ラ

10分0.4

30分0.3

Ti,iliil'i.F.iSo,2

3時 間 一 〇.4

5時 間 一 〇・5

10時 間 『耳 一 〇.2

+
=

一
二

二

一
=

=

=

二
三

三
土
什
丁

二
+
三

二
一
=

一
=

三

三

二
土
土
⊥
朴

+
三

二
土
葺

正
柵

三

三

二
土
上
上
什

土
±
三

+
土
土
柵
丁

三

丁
王

⊥
柵
亙
冊

土
±
王

土
+
丁
王

+

二
+
二
二
土

止

+
亙

柵

15330

皮 τ470

下17

免

疫

万
19

一
20

動

物

21

一
22

「カ」十 菌 ・ 直 後 一

320,,-

340iJ=

320菌 ・5分 一

350,,10分 一

315"30分 十十

300"1時 間 一

23380

24300

(封 照)十 〇.5十1十 十 十　　 　 　 　
「カ」・7時 間40分 冊0 .4・冊1十

茄 一壬「=「

蕊=申 「 「

o.3-1+
　　

0.3-1十

〇.2

0.5十 十

〇.7十 十

〇.5柵

25300

3時 間 一++

5時 間 一 〇.7柵

10時 間 十 〇.5冊

一
三

二
+
=

≡

二

二
+
=

=

マ

三

三

三

三

三

三
葺

督

二
三

三

三

三

三

三

一二

」
土
+
=

二
三

三

柵
亙
柵

昔

丁
三

一三

二
粁

十什

什
三

三

三
土
+

1

+
王

+
王

土
柵

土
+
=

一

二
÷

二
⊥
昔

二
朴
二
柵
土
柵

一

王

正

柵
丁
什
丁
柵
丁

+

=
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経

氣

道

免

疫

動

物

26

21

28

一
29

「
30

¶1

一
の
召

3

一
3

33

34

35

360

410

320

310

340

330

330

300

340

300

(封 照)

「カ」・7時 間30分

「カJ十 菌 ・2分

菌 ・5分

,.10券

"30券

t)1時 間

,,3時 間

=5時 間

・・10時 間

十
7

'T

T

十

T

0.4

0.4

0.5

0.4

0.3

0.5

0.5

0.4

0.2

0.3

十

可

=「

T
冊

世
世

柵
冊

十

十

十

+
耳

⊥
旦

サ

什
十

土
耕

T
帯

柵

世

十

柵

十十

柵

π

柵

十

+
マ
堂
柵

土
柵
研

柵

十

柵

十

一柵

十

柵

丁

手ヂ

⊥

T

下
T

十

可

T
十

柵

下
T

下

T

符號訊明

上記表中「カ」1・アノレ・・1%「 リチオソ、 加レミソ」ノ

氣管内注射、「カ+菌 」トアル・・結核菌加 「リチオン、

カルミソ」溶液 ノ氣管内注射、「菌」ノ・結核菌液0.3

蝿 ノ氣管内注射 ヲ意味ス。「十J「-Jハ 病攣 ノ存否、

「+」ノ数ノ・病攣ノ程度ヲ示ス
。「軍」ハ 軍 核上皮様細

胞、「多」・・多核白血球 ノ浸潤 ヲ意味ス。

所見小括

以上實験成績 テ総括 スルニ

(甲群)健 康海獲 ノ氣管 内二結核 菌液 テ注射 ス

ルニ既 二5分 後 二於 テ氣管枝腔 内一比較的 多量

ノ漿液及 ビ滲出細胞 テ容 レ細胞 ノー一部 ニハ既 二
　

結核 菌 ヲ囁 取 セル モ ノア リ。其滲出細胞 ノ量 ハ

5分 後(第7號 動物)ノ モ ノニ於 テノ、比較的多量
ノ

ルモ、 コ・・例 外的 ニ シテ10分 乃至30分 後

ノモ ノニ於 テハ尚甚 グ小量 ナ リ、比較的多核 白

血 球殊 二「エ オジン」嗜好細胞多 キガ斯 ル多核 白

血球 バー部 ハ 氣 管枝粘膜鍛髪 ノ中心 テ走 レル

毛 細管 ヨリ游 出 セルモ ノー シテ、該 毛細管 ヨリ

上皮細胞 ノ間 ラ通 リテ氣管枝 腔内 二游 出 セ ント

ス ・L各階段 ノ像 テ認 ム。 多核 白血球 ハ漸次其数

ラ増 加 シ5時 間乃至10時 間後 二於 テハ殆 ン ド

多核 白血球 ニ シテ軍核細胞 ハ甚 ダ少 シ。 軍核 細

'胞ハ早期 ヨリ少撒存在 スルモ其檜加率多核 白血

球 ノ夫 二比 シ小 ナ リキ。肺臓 實質 二於 テ・・5分

'後 ニハ尚殆 ン ド攣 化 ナク所 々肺胞 内二個 々 ノ塵

埃 細胞 テ認 ムル ニ過 ギザルモ、約30分 後 ヨ リ

漸次大滲 出細胞游 出 シ來 リ1時 間後 一ハ著 明 二

ご増加 シ、斯 ル時期 ヨ リ多核 白血球 又滲 出 シ來 リ

ラ時間 ト共 二漸次 増加 ス、 之 ト同時二肺胞 中隔

内一モ亦同様 ノ上皮様細胞拉二多核白血球檜加

シ、斯ル病竈二於テハ肺胞間隙全 ク消失 シー見

肺胞構造 ラ浦失スルモ揮力繊維染色季票木二於テ

ハ尚明カニ肺胞構造テ認ムルヲ得。初感染動物

二於 テハ肺胞内及肺胞中隔内ノ滲出細胞ハ上皮

様細胞 ノ方多核白血球二比 シ常二多数 ナリキ。

5時 間乃至10時 間後二於テハ病竈内部 ノ比較

的大ナル血管 ノ内壁ニハ輩核球多敷存在 シ高度

ナルモノニ於テハ其腔内テ充填セルモノアリ、

斯ルモノニ於 テハ中隔毛細管ニモ軍核細胞多激

存在セリ。結核菌ハ注射5分 後 ノモ ノニ於テハ

尚氣管枝腔或ハ細小氣管枝 ヨリ肺胞 二移行スル

部位二多藪游離 シテ存在スルモ既ニー部ハ肺胞

壁二粘著 シ、或ハ更 二中隔内一入リ時ニハ其部

ノ上皮檬細胞中二囁取セラル ・モノアリ、既二

30分 後二於 テハ肺胞内二剥離 セ ル上皮様細胞

二囁取 セラレ、多核白血球 ノ檜加 ト共二又一部

ハ多核 白血球 二囁取 セラル ・モノアリ。氣管枝

腔内二存在 スル滲出液、滲出細胞或 ハ粘膜上皮

細胞 ノ上部 二存在 スルテ常 トシ緻髪間ニアルコ

トナシ、粘膜上皮細胞二結核菌テ囁取スルモノ

ナキモ、全試験動物中唯1例(第11號 動物)二

於 テ粘膜基底 ノ上皮細胞(Basalzelle)上 二結核

菌 テ認メタリ.粘 膜内、氣管枝壁及 ビ淋巴濾胞

内二結核菌 ノ存在セルデ見タルコトナシ。

(乙群)皮 下見疫動物 二於 テモ其反鷹様式ハ殆

ンド同様ナルモ唯其反鷹程度ハ初感染試験二比

シ梢 丸劇烈ニシテ早期 ヨリ且高度二反慮セリ。

即チ皮下免疫動物 二於 テハ既二10分 目二於 テ

多激 ノ上皮様細胞肺胞内二滲出 シ來 リテ結核菌
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ラ貧喰 シ。 間時 ト共 二上皮 様細胞 ハ著 明二増加

ス、肺胞 内大 滲出細胞 ハ時間 ト共 二漸次壇加 ス

ル ト同時 二肺胞 中隔 モ亦 上皮様 細胞 ノ檜 加ニ ヨ

リ肥 厚 ス、多核 白血球 ハ上皮様 細胞 ノ出現 ヨリ

租 後 レテ出現 スルモ 初 感染試験 二比 シ梢 丸早

期 ヨリ且多量 二出現 セ リ。氣管枝腔内 一ハ既 二

10分 後 ヨリ輩核細胞著 明 二 出現 シ時間 ト共 二

檜加 シ約1時 間後 二最高 二達 スルモ其後 ・・漸次

減少 シ、反封 二多核 白血球 檜加 シ10時 間後 ニ

ノ・殆 ン ド多核 白血球 ノミ トナル。

(丙群)経 氣道見疫動物 二於 テモ亦其反 雁様式

ハ全 ク同一 ナルモ病攣程度ハ前二者 二比 シ遙 カ

ニ高度 ニ シテ10分 目 ノ所 見 ハ初感染 動物 ノ1

時 間 目 ノ所見若 シクノ・皮下免疫動物 ノ30分 目

ノ夫 二匹敵 セ リ。 一般 二初感染 動物 二於 テハ結

核菌 ハ早期 ヨ リ多量 二肺胞 中隔 内二進入 セル ニ

反 シ、免疫動物 二於 テ・・氣管枝腔 内或ハ肺胞 内

二於 テ細胞 二貧喰 セ ラル ・モ ノ多 ク肺胞 中隔 内

二入 ルモ ノ少ナカ リシバ注 目 スベキ事項 ナ リ。

又再感染動物 二於 テハ氣管枝 内若 シクハ肺胞 内

二滲出液 多}t::二存 在セ リ、就中経 氣道免疫動物

二於 テ著明 ナ リキ。

爾免疫動物 二於 テ「リチオ ン、 カル ミン」ノミ氣

管 内注射 セルモ ノニ於 テ多敷 ノ「カル ミン」細胞

第3表 實

ノ出現 ラ見 タ リ、即 チ中隔 毛細管 ハ接大 シ肺胞

腔 ハ小 トナ リ、 内 二多量 ノ赤染 セル滲 出液、「カ

ル ミン」細胞 及 ビ多核 白血球存 在 ス。 「カル ミ

ン」細胞 ・・又中隔組織 内 ニモ存在 シ斯 ルモ ノハ

比較的小 ナルモ肺胞 内 二剥離 セルモ ノハ甚 シク

腫大 シ狭 小 ナル肺胞 腔 テ1「 ヵル ミン」細胞r.テ

充 塞 セル モ ノス ラア リ。 「カル ミン」細胞 ノ原形

質 ハ卒等 ナル「カル ミン」穎粒 テ以 テ充満 セラ レ

時 二核 テ認 メ 得ザ ル コ トア リ。 肺胞腔 内 ノ「カ

ル ミン」細胞 ハ 圓形或 ハ塒 圓形 ニ シテ、核 ハ原

形 質 ノ中心 ニアルモ ノア リ、一極 二偏在 セルモ

ノア リ、其形態全 ク結核菌 注射 二際 シ肺胞 内ら

出現 スル上皮様細胞 ニー致 ス。

第二實験

「)o頭 ノ海瞑 ヲ用 ヒ、第1群 テ封 照試験動物、

第2群 テ皮 下免疫動物、第3群 テ経氣道免疫動

物 トセ リ。経氣道免疫動物或 ハ皮 下冤疫動物 ニ

ノ・豫 メBCG菌1睡 ヲ氣道 内或 ・・皮下 二注射 シ

約1箇 月後封 照初感染動物 テ含 ム全試験動物 ノ

氣 管 内二人型結核菌]0分 ノ1選 テ注射 シ各群

二於 テ各11頭 宛注射後5分 、15分 、30分 、

1時 間及 ビ3時 間 ニ シテ屠殺解 剖 二附 シ組織標

本 テ作製 シ検索 セリ。 其實験方法及 ビ實験成績

テ表記 ス レバ第3及4表 ノ如 シ。

験 方 法

試 獣 群{前 礎 置 晦 鯛

初 感 染 釧 列 セズ i
皮下 免疫 動 物BCG1庭 皮下注射

繍 凱 疫動物IBCG麟 靹 ミ主射

/

月ケーー

試 験 接 種

注

間

頭

内

L手
ー
ロ

管

・・

氣

-
各

瑳

歎

リ

　
ら

ヨ

ノ
30

群

望

略
リ

ー
15

シ
セ

菌

、
二
検

核
分
間
剖

結
5
時
殺

型
後
3
屠

人
射
及
宛

ー

第4表 實験成績一覧表

試}動

獣

群

初
感
染
動
物

殺
時
膿
重
(
瓦
)

物

番

號

36

37

一
38

置

380費
_5分

420"15分

37(1"30分

39350け111寺 ・間

40 ,3903時 間

肉眼的
所 見

肺

十十

丁
柵

丁

肺 臓 ノ顯 微 鏡 的 所 見

病
攣
程
度

脾

(
瓦
)

坐
≦≧書

璽
璽
0.4

十

十

十

十

氣管枝腔

軍

T

多

十

丁
T
十

十

肺胞腔

輩 多

土ヒ
二Ll二
十十1十

十十 ト十

十十 十

肺胞中隔1肺

十

十十
1-
十

多

十

血

管

水

腫

冊

一 柵

=-IT

充

血

十
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皮
下
免
疫
動
物

経
氣
道
免
疫
動
物

411300

∠璽⊥塑
35043

τ
45

46

48

48

一
49

一
50

51

痂
350

350

370

350

300

380

350

菌・5分

"15分

,,

.,50分

1時 間

"3時 間

5分

,,15分

"30分

1時 間

2眸 間

サ

+
耳

耳

0.7

0.8

0.4

0.7

㎝
面

一 ・0.7
-1-

十十 〇.5

十 〇.8

+lo.6

二再『「δ⊃

十

一十

一十

十

+
酉

土
+
+
幕

1十十

十十

十十

1十

旦

サ

+

十十

圭

圭

帯

+

粁

虻

什

柵

土
土
土

十 十1-

1十十 十十 一

十 十十i十

++++融

粁 甘1柵

十十1

T
十十1十

耳「「干

粁

±

旦

±

旦

粁

一1-

1一

十

十1-・
　

十十 、 一

_ヒ
=1=
-i

一一

所見小括

本實験ハ其實験方法前記第1實 験 ト全 ク同一 ニ

シテ其實験成績又ヨク第1實 験 ノ夫 トー致 セ

リ、即チ初感染動物二於テハ氣管枝月室内二多核

白血球多数出現 シ上皮様細胞ハ比較的少撒 ナル

モ、再感染動物 ニアリテハ早期 ヨリ上皮様細胞

出現 シ多核白血球ハ比較的後期二出現ス。之二

反 シ肺胞内二於テハ何 レニ於テモ早期 ヨリ上皮

様細胞先ヅ 以 テ 出現 シ然ル後多核白血球出現

ス。此際初感染動物二於テハ多核白血球 ノ滲出

輕度ニシテ再感染動物二於テハ比較的早期 ヨリ

且高度二出現セリ。一般 二斯ル防禦細胞ハ免疫

動物殊二経氣道発疫動物二於 テ早期 ヨリ目高度

一出現セリ。以上ハ第1實 瞼 ト全 ク同 一 ナ ル

ガ、第2實 験二於テ特異 ナルハ初感染動物 ノ大

部分(5頭 中4頭 ♪二於 テ肺水腫 テ認 メタルコト

ナ リ、即 チ肉眼的ニハ肺門部二近接 セル部位ハ

黒褐色ニシテー見陳薔ナル出血竈 テ見ルガ如キ

観 アリ、「ヘマトキシリン、エオジン」染色標本

二於 テ ハ肺胞腔ハ淡赤色 ノ漿液ニテ充満セラ

レ、中隔毛細管 ハ高度 二櫨大 スルモ血液 ノ細胞

成分 二乏 シ、從 ツテ毛細管 ノ歌態 テ検査 スルニ

興味 アル資料 タ リ。 中隔内細胞浸潤 テ認 メズ、

一般 二肺 水腫 アルモ ノニ於 テハ病慶輕度 ナ リ
.

斯 ル肺水腫性攣 化 ハ見疫動物 二於 テハ少 ク唯皮

下免疫動物 ノ1例 二於 テ見 タル ノミナ リ。

第三項 弱 毒結核 菌BCG氣 管 内注射試験

第三實験

實験動物 ハ1「〉頭 ノ海瞑 テ用 ヒ、15頭 宛3群 二

分 チ、初感染 動物 、皮 下冤疫動物及 ビ経氣道免

疫動物 トセ リ。免疫操作 ノ爲 一・・BCG菌 テ使

用 シ、其1竜 テ生理的食盤水0.1耗 二含有 セシ

メタル菌俘游液 テ皮下或 ハ氣管 内 二注射 セリ。

第1同 菌接種後約1ケ 月 ニ シテ全試験動物 ノ氣

管 内 二BCG菌2薩(0.3琵 ノ食盤水 二含有 セ

シム)宛 注射 シ、5分 、30分 、1時 間及 ビ3時

間後 屠殺解 剖 シ型 ノ如 ク検索 セリ。 其實験 方法

及 ビ實験成績 テ表記 ス レ バ 第5及 ビ6表 ノ如

シo

第昌表 實験方法

試 獣 群 前 盧 置

初 感 染 動 物1セ ズ

瞬鯛
/

皮下簸 動刎BCG・ 轍 下注射}
・ケ月

繍 道販 動物IBCG・ 棘 翻 謝1

所見小括

上記實験成績 テ総括 スルニ、本第3實 験 二於 テ

ハ前記2實 験 ト異 ナリBCGノ 大量ラ感染 シタ

試 験 接

BCG2彪 氣管内注射後5分 、

麟騰 灘
ルモ其反慮様 式ハ全 ク同一 ニ シ テ 異 ナル所 ナ

シ。 勿論量的拉 二時 間的關係 ハ異 ナ リテ甚 シク

高度 二反慮 セ リ。
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第6表 實験成績一覧表

罰

獣

群

動

物

番

號

殺
時
膿

莫
藝

虜 置

肉眼的
所 見 肺 臓 ノ顯 微 鏡 的 所 免

`

肺 脾

£
)

病
憂
程
度

氣管枝腔 肺胞腔1肺 胞中隔 肺

水

腫

血

管

充

血輩 多 軍 多 軍 多

初
感
染
動
物

52 450 菌・5分
一 0.4『

0.2
旨

一 +}一{+ 一 十 一 一 十 一

53 430

薇ol

,,30分
一 十

1十十
・ 帯1十 十

「

1

}_

十

一 十 一 一 一 一

一
54 "1時 間 十10.3 十 +に 一

十十
一 一 一 一

55 430 "3時 間 +i。.3 十
i十十; -1十 十 一 什 一 一 一 一

皮
下
免
疫
動
物

56i4UO (封 照) 一IO .5-
Il

十 十 一 一 十 ニ
ー

一 一 一

[

57F380 、 菌 ・5分 十 0.61十1
_一_

十

十 十 一 一 一 一 一

58145α,,
ll

1十 0.6i十

1一

十十 十十 一 一 ニ
ー

十 一 一

1
59、270-30分}++ 0.4十 十 十十 一 一 一 一 一 一

1

6013501・ ・1時 間
.1-10・7十

l
l
十 十 一 十 一 一 _1_

1

61380…3時 間1-10.61十 一

一

lT 十十 十 十十 十 一 一 一

1

氣 ・

162 510 (野 照1 一土

十

0.5 十 十 十 十 十 十 一 一 一 一

経163 380 菌・5分 0.5 十十 柵 一 什 十 十十 一 一 一 一

道
免
疫
動
物

164 360 ,, 十 0.S 什 十 粁 十十 十十 十 十十 一 一 一

65 500 30分 十十 0.4 柵 一 十 十 十 十 十 一 / 一

66
-

67

一
350

-

380

一 一　 一 一

,, 十 0.6 十十 十 十十 十← 十 十十 十 一 一

一

"1時 間 十 0.7 什 十 督 十十 十 什 十 一 一

ニ
ー

68 350 一3時 間 十 0.7 什 什 十 朴 十 骨 十 一 一 一

,

第三章 総 括

甲 初感染試験 ノ総括

以上 ノ實験成績 テ総括 スルニ、弱毒結核菌 ノ大

量 ラ以テスルモ或 ハ張毒結核菌 ノ小量テ以テス

ルモ其氣管内初接種 二際 シ結核菌二封 スル肺臓

組織 ノ反鷹機轄 ノ様式ハ全 ク同一ナリ。即チ結

核菌ガ氣管枝 ヲ通 ジテ肺胞二到達 スルヤー部 ハ

既二此腿二存在スル遊離大軍核細胞 二撮取 セラ

ル、大軍核細胞 ハ又肺胞壁或 ハ中隔内ニモ存在

シ之ガ肺胞腔内二剥離 シ結核菌ヲ囁取 シ斯 クシ

テ肺胞 ハ上皮様細胞 ニテ充満セラル、次 デ多核

白血球血液内 ヨリ游出 シ來 リ肺胞内二達 シ之又

結核菌テ貧喰 ス、斯 ル肺胞内二於 ケル細胞浸潤

ハ更 二中隔内二於テモ亦惹起ス、帥チ肺胞内二

存在 スル大軍核細胞 ト其形態全 ク同一ナル上皮

様細胞ハ中隔内一モ亦存在 シ、結核菌ハ早期 二

於 テ中隔内一入 リー部ハ尚遊離存在スルモー部

ノ・上記上皮様細胞二囁取 セラル。次デ多核白血

球又肺胞中隔 内二多数出現 シ結 核菌 ラ食喰 ス、

斯 クノ如 ク肺胞 中隔 ハ細胞増加 ニヨ リ肥厚 シ肺

胞腔 テ腰迫 シ肺胞 ハ大小種 々 トナ リ、斯 ル狭小

ナル肺胞腔 内ニハ上記 ノ如 キ滲 出細胞 充居 シ肺

胞 バー見浦失 セルガ如 キ モ、之 テ込 イゲ生 卜氏

揮 力繊維染色標本 二於 テ観 察 スルニ弾力織維 ハ

尚 ヨク前位置 二於 テ謹明 ヒラ レ肺胞構造 テ追及

スル テ得。斯 ク シテ登生 シタル病竈 ノ爾後 ノ蓮

命 二關 シテハ充分追及 セザ リシモ、弱毒結核菌

BCGテ 以 テ セルモ ノ ト強毒結核 菌人型菌 テ以

テセルモ ノ トハ其爾後 ノ蓮命 自 ラ異 ナルモ ノア

ルベ シ。BCG菌1睡 氣管 内注射後1ケ 月 テ経

タルモ ノニ於 テ肺臓 テ観察 スルニ、肺胞 内二滲

出 セル細胞及 ビ中隔 内 二増加 セル細胞 ハ殆 ン ド

全 ク清失 シ僅 カニ所 々一、二肺胞 ノ大 サ ニ相 當

シ小圓形細胞 ノ集團 テ認 ムル ノ ミナル モ ノ 多

シ。BCG菌2醒 テ注射 セルモ ノニ於 テモ3時
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間 後 一ハ既 二滲 出細胞高度 二攣性 シ融解 セル像

テ見 タ リ、或 ハ更 二大量例之5雇 、10彪 ヲ氣

管 内二注入 セル他 ノ實験 二於 テモ撒 ケ月後 ニハ

肺臓病髪 ハ甚 ダ輕度 ナル テ見 タリ、BCG菌 ハ

甚 ダ弱 毒 ニ シテー定期間後浸潤 ハ完全 二吸牧 セ

ラル ・トハCoulandノ 高 唱 スル所 ナ リ。斯 ク

ノ如 ク病竈 ノ後 日殆 ン ド完全 二吸牧 セ ラレ癩痕

組織 テ形成 セザル貼 ヨリ観 レバ少 クトモ上記 ノ

如 キ早期 二於 テ肺胞 内若 シクハ中隔内 二出現 セ

ル上皮様細胞 ハ造繊維細胞 ニハ非ザルベ シ
。強

毒結核 菌10分 ノ1醒 氣管 内注射10時 間以後

ノ経過 ハ知 ル テ得 ザル モi死報 二於 ケル後期反慮

ノ結果 ヨ リ之 ラ考察 スルニ、肺胞 内滲 出細胞 ハ

比較的速 カニ壌死 二陥 リ、廣汎 ナル壌死竈 二於

テモf胡 軍力織維 ノ存在 ヨリ肺胞構造 テ認 ムルモ

ノナ リ。

上記 ノ如 キ實験 方法 ニヨ リテハ結核菌 ハ肺胞 二

到達 スル以前 二於 テ先 ヅ以 テ氣管枝粘膜 二接 燭

スルモ ノニ シテ此虎 ニー定 ノ攣化 テ惹起 シ得 ベ

キナ リ。 注射直後 二於 テ既 二結核 菌 テ囁 取若 シ

クハ吸著 セル大軍核細胞 ノ存在 スルコ トア リ
、

然 レ ドモ早期 二於 テハ多 クハ遊離 存在 スルモ後

期 二於 テ・・細胞 二囁取 セ ラル ・モ ノ多 シ.氣 管

枝腔 内二於 テ結核菌 テ囁取 スル細胞 ハ早期 二於

テハ多核 白血球 ニ シテ後期 二於 テハ比較 的上皮

様細胞多 シ。 尚興味 アルハ氣管枝腔 内二於 テ結

核菌塊 テ園続 シテ大軍核細胞若 シクハ多核 白血

球 ノ撒層 二配列 セルモ ノア リ、或 ハ大軍核 細胞

ノ周園 テ更 二多核 白血球 ノ園続 セルモ ノアリ
。

斯 ル滲出物 ハ氣管枝粘膜鍛髪 ノ上部 ニ アリテ鍛

髪間 一アルコ ト少 シ。余 ハ粘膜 上皮細胞 二結核

菌若 シクハ「カル ミン」ラ囁取 セルモ ノアルテ認

メタルコ トナ シ、唯1同 第11號 動 物 二於 テ粘

膜 基底 ノ上皮細胞 上二2匹 ノ結核 菌 テ認 メタル

モ果 シテ搬取 セルモ ノナ リヤ或 ハ細胞外 二存在

スル モノナ リヤ明 ナ ラズ。結核菌 ハ粘膜 内ニモ

或 ハ氣管枝 壁若 シクハ肺臓 内殊 二氣管枝直下淋

巴濾胞 内 二存 在 セルテ見 クル コ トナ シ。

乙 再感染試験 ノ絡括

豫 メ氣 管 内或 ハ皮 下 二BCG菌1醒 テ注射 シ感

染 免疫 テ賦 與 シタル モノニ於 テ上記初感染 試験

ト同様 ノ試験 テ施行 スルニ其反慮様式 ハ同一 ナ

リ.自 ロチ再感染試験 二於 テモ亦結 核菌 ノ肺胞 一

達 スルヤ先 ヅ以 テ肺胞 内拉 二中隔 内二上皮様 細

胞 出現 シ次 デ多核 白血球 出現 ス。然 レ ドモ雨者

ノ所見 バー 見甚 ダ相異 セルガ如 キ観 ア リ、 コハ

其 防禦 組胞 ノ量的拉 二時間的關係 二於 テ異 ナル

モ ノニ シテ、再 感染試験 二於 テハ早期 ヨリ多核

白血球滲 出 シ且漿液著 明 二滲 出 シ細胞成分 二乏

シ クシテ滲出液多量 ナルモ ノニ於 テハ主 トシテ

増殖性 トナ リ、再感染像 二於 テハ主 トシテ滲出

性 トナル傾向多 シ。 且初 感染試験 二於 テハ主 ト

シテ氣管枝 ノ近接部位 二病竈 テ形成 スルニ反 シ

再感染試験 二於 テハ反慮 ハ遠 ク肋膜直下 二迄波

及 シ結核菌 テ護 明 セザル部位 二於 テモ反慮機韓

ノ惹起 セ ラル ・テ見 タ リ。爾比較的早期 二於 テ

・・再感染像 ハ初感 染像 一比 シ肺胞中隔 ノ肥厚輕

度 ニ シテ肺胞 内 二於 ケル細胞性防禦機轄高度 ナ

ルモ、 比較 的後期 二於 テハ肺胞 内ハ初感染 像 二

比 シ速 カニ清浮 セ ラレ病攣 ハ間質性 二進展 ス。

コレ余 ガ襲 二再感染像 二於 テハ定型的孤立性結

核 ラ形成 セズ病攣 ノ禰蔓性 二惹起 スル テ見 タル

モ ノトヨクー致 ス。氣管枝腔 内二於 テハ初感染

像 二反 シ早期 二於 テハ上皮様 細胞多 ク多核 白血

球 ・・少 ナ カリキ。 以上 ノ如 ク反慮機轄 ノ早期 ヨ

リ且高度 二経過 スルハ冤疫虎 置 ニ ヨ リ テ 組織

「ア レルギー」テ獲得 セルガ故 ニ シテNeufeld

ノ所 謂beschleunigteReaktionナ リ。斯 ル

beschleunigteRaktionハ 経 氣道免疫動物 二

於 テハ皮下免疫動 物 二比 シ高 度ナ リキ。爾結核

菌 ハ初感染 試験 二於 テハ比較的早期 ヨリ肺胞 中

隔 内一入 ルモ ノ多 キニ反 シ再感染試験 二於 テハ

肺胞 内 二抑 留 セラル ・モ ノ多 カ リキ。
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第四章 考按

(1)組 織 「ア レルギー一二就テ

結核菌氣管 内注 入 ニ ヨル肺臓初 感染像 ノ早期攣

遷 二就 キ研究 シタルモ ノ ハ 既 記Watanabe,

Herxheimer,T6PPich,Pagelノ 外Morrel

etDalous,Gross,Fried,坂 本 、富 田、大高、

ZF田 氏等 アルモ、再感染像 二就 キ同様 ノ實験 テ

施行 セルモ ノ比較的 少 シ。余 ハ再感染試験 二於

ケル組織 「アレルギー」ノー端 テ検査 シ、傍 ラ全

身免疫 ト局所免疫 トノ間 ノ組織反慮 ノ差異 ヲ知

ラン トセルモ ノニ シテ初感染像 ノ研究 ハ其封照

試験 二過 ギズ。余 ノ本實験 二封 シ重要 ナル文献

ノ・T6ppichノ 業 績 ニ シテ既 二前 同報 告二於 テ

詳 細抄記 セシガ如 ク氏ハ初感染試験 ト同時 二再

感染 試瞼 テ拉行 シ、初 感染像 ト再感染像 トノ差

異 ハ輩 二其 反慮 機轄 ガ後 者 二於㌻ ハ前者 二比 シ

早期 ヨリ且張度 二経過 スルニ過 ギ ズ シテ反慮 ノ

様式 ニハ何等 異 ナル所 ナ シ ト云 ヘ リ。余 ノ實験

二於 テモ亦其反癒 様式 ハ全 ク初感染豫 ト同一 ナ

ルモ、唯 量的拉 二時間的關係 二於 テ異 ナ リテ防

禦細胞 ハ早期 ヨ リ且多数 出現 シ、初感染像 二於

テハ病竃 ハ主 トシテ氣管枝 二近接 シテ限 局性 二

形成 セ ラル ・一反 シ再 感染嫁 二於 テハ病竈 ハ遠

ク肋膜 直下 二迄 波及 シ結核 痢 ノ存 在 セザル部位

二於 テモ病慶 ノ惹起 スル テ見 タ リ、尚初感染試

験 二於 テハ多核 白血球 ノ滲 出輕度 ナ リ シニ反 シ

再 感染像 二於 テハ多核 白血球 ハ早期 ヨリ多撒出

現 シ且滲 出液多 量 ナ リシバ既二記載 セ シ ガ 如

シ。斯 クノ如 ク反癒機轄 ノ早期 ヨ リ且高度 二経

過 スルハ免疫虚 置 ニヨ リテ過 敏症 ラ賦 與 シ得 タ

ルモ ノニ シテ細胞 性防禦 機轄 ノ充進 テ達成 シタ

ルモ ノナ リ、 即 チ著 明 二細胞 ガ集 マ リ結核菌 ノ

威 力 テ減弱 セ ントス印 チ細胞 ノカ ニ ヨリテ免疫

ガ登揮 セ ラル、之 レ結核免疫 二於 テハMuch

ノ 如 ク 特 二細胞性免疫 ノ高調 セ ラル ・所以 ナ

リ。

免疫動物 ノ皮下 二大量菌 ヲ注射 スル時 ハ其局所

二病攣反磨 テ.起ス事正常動物 二於 ケル ヨリモ早

ク途 二膿瘍 テ起 シ潰瘍 トナ リ結核 菌 ノー部分 ハ

禮 外二排泄 セラ レ此場合 二接綾淋 巴腺 二結核性

病攣 ノ起 ル事 ハ比較 的少 シ。斯 クノ如 ク病攣 ハ

正 常動物 ヨリモ劇烈 二而 モ早 ク惹起 スルモ結果

二於 テハ免疫 的現象 トナルハ コ"ホ 氏現象 トシ

テ人 ノ知 ル所 ナ リ。余 ハ肺臓 二於 テコ.ホ 氏現

象 テ立護 シタルモ ノナ リ。斯 ク ノ如 ク過敏症 ハ

自 ラ或 ルー種 ノ免疫現象 タ リ得 ベ キモ過敏性 ニ

ヨ リテ病攣 テ起 シ易 キ事 ハ其個 艦 ノ爲 二不利 ナ

ル牛面 テ有 スル事 アリ、殊 二管 内性 ナル肺臓 二

於 テ然 リトス、即 チ急速 ナル炎症 ニ ヨリ特 二其

滲 出性性歌 ノタメ感染物質 テ歴出 スル作用 ノ傾

向 アリテ從 ツテ其滲 出物 ハ早 ク氣管枝 二押出 サ

ル ・モ肺臓 ノ管 内性 ナル爲罷 外二排泄 セラル ・

コ ト比較的困難 ニ シテ再 ビ吸引 セラ レ此塵 二氣

管枝性傳播 テ來 ス虞 レ多 ケ レバ ナ リ。然 レドモ

コハ菌量多量 ナル爲 ニ シテ、微量菌 ノ感染 ニョ

ル時 ハ寧 ロ組織 「ア子 ルギー」テ與 へ得 ルモ ノニ

ハ アラザル カ。Nastaハ 大 量菌 テ用 フル時 ・・速

進反磨現 ハル ・モ小量菌 ラ用 フ時 ハ遅 延反慮 テ

惹起 ス ト云 ヘ リ。 再感染 二於 テ菌量甚 グ少 キ時

ハ不感性 ニ シテ何等 ノ組織反慮 テ呈 セズ即 チ今

村教授 ノ免疫 性「ア子ルギー」ノ駄態 ナリ、爾菌

量少 シク増 セバ尚 「ア レルギー」ら アラズ シテ ヨ

リ多 ク「ア子ルギー」二近 キ故 二遅延反慮 テ來 ス

ベ シ、然 レドモ菌量 ガ爾増加 ス レバ速進反磨 ト

ナ リ主 トシテ滲出性反慮 テ呈 ス、此場合 二於 テ

モ再感染 ノ場合 ニハ炎衝 ハ早 ク浦 失 シ後 二結締

織檜殖 ヲ多 ク來 ス場合 アルベ シ。余 ハ此研究 二

於 テ早期反慮 テ研究 セル テ以 テ後期反磨 二論 及

セザルナ リ。

術再感染動物殊 二経氣道 免疫動物 二於 テハ浸潤

竈 ノ内部或 ハ大氣 管枝粘膜 下結締組織 中二多撒

ノ「エ オ ジン」嗜好細胞浸潤 アリ、其或 ルモ ノニ

於 テハ極 メテ多撒 ノ「エ オ ジン」嗜好細胞 ノ肺胞

内二集團 シテ存在 シ、 「エ オジン」嗜 好細胞 性肺

炎 トモ構 スベ キ像 テ トレルモ ノア リ、 コ レ亦再
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感 染 ノ反慮像 トモ見ルベキカ。 然 レ ドモ初 感染

像 二於 テモ其早期 二於 テ氣管枝腔 内二存在 スル

多核 白血球 ノ中 一ハ比較的多数 ノ「エ オジ ン」嗜

好細胞 ア リ、斯 ル「エ オ ジン」嗜好細胞 ハ氣 管枝

壁毛 細血管 ヨリ游 出 セルモ ノー シテ、前同報 告

二於 ケル氣管枝 洗1條液 中 ニハ「エ オ ジン」嗜好 細

胞 ノ比較 的多量 ナ リシバ斯 ル理由 ニ ヨルモ ノナ

ル 〈ごシ0

(2)結 核 菌 ノ所見

結 核菌 ノ所見 ハ初感 染動物 ト再感染動物 トニ於

テ著明 ナル差異 ア リ、即 チ初感染像 二於 テノ・早

期 ヨリ肺胞 中隔内 二侵入 シ此部 二遊離 ノ儘或 ハ

細胞 二貧喰 セラ レ存 在 スルモ ノ多 キー反 シ、再

感染像 二於 テハ肺胞 内 二多 数二存在 セル防禦 細

胞 二囁取 セ ラル ・モ ノ多 ク シテ肺胞 中隔 内二侵

入 セルモ ノ少 ク比 較的後期 二於 テ氣 管枝腔 内ニ

ハ結 核菌 ヲ多撒 認 ムル際 ニモ既 二肺臓實質 内ニ

ハ結核菌 テ認 ムルコ ト少 ナカ リキ
。而 シテ初感

染豫 二於 テハ結核菌 ハ比較的一部 二限局 シテ存

在 シ其部 二病竈 ラ形成 セルニ反 シ免疫動物殊 二

経氣道免疫動物 二於 テハ廣汎 二亙 レノレ病竈 内二

散 在性 二存在 セ リ、 コハ茜 ダ興 味 アル所見_シ

テ第一篇 二於 テ初 感染動物 二於 テハ毎常結核菌

テ多数認 メタルモ見疫動物殊 二経氣道見疫動物

ニア リテハ結核 菌 テ読 明 スルコ ト少 ナカ リシバ

初感染動物 二於 テハ結核 菌 ハ張 ク増殖 スルニ反

シ発疫動物殊 二経 氣道免疫動物 二於 テハ結核菌

ノ増殖 スル コ ト少 キ爲 ナル外過敏性 ニ ヨ リテ早

期 二於 テ結核菌 ノ喀出排泄 セラル ・コ ト多 キニ

ョルモ ノナルベ シ。且初 感染動物 二於 テ結核 菌

ノ増 殖 シ易 キ理 由 ノー部 ハ結 核菌 ノー局所 二限

局 シ其 大量作用 テ幾揮 スルニ ヨルモ ノ ナ ル ベ

シ。免疫 血清 ノ殺菌素 ハ結核菌 二於 テ其 有力 ナ

ルモ ノ ・存在 セザルハR6mer野 尻 氏等 ノ謹 明

セル所 ニ シテ余 ハ細胞性防禦作用 ノ結核 二於 テ

ハ重要 ナルテ立謹 セ リ。喰菌細胞 ノ種類 二關 シ

テハ上皮 様細胞 ト多核 白血球 ト何 レガ主役 テ演

ズルヤテ云 フテ得 ズ、何 レモ同様 二結核菌 ラ貧

喰 スルモ其撒 量的關係 ヨリ云ヘバ上皮様 細胞 二

喰菌細胞多 シ.前 編二於 テ比較的早期 二於 テハ

上皮様細胞二比 シ比較的少数 二存在 スル多核白

血球 ガ比較的高率二結核菌ラ貧喰 セルラ記載 セ

リ、之 レ氣管枝脇内ニアリテハ早期 二於 テハ比

較的多敷 ノ多核白血球存在 シ從 ツテ結核菌ハ最

モ早 ク多核白血球 ト接醐 スルニョルナルベ シ。

本實験 二於 テハ菌俘游液 ガ比較的李等ナリシガ

爲前同報告 二記載 セル結核菌塊 ノ所見 テ充分検

索 スルテ得ザ リキ、爾之二就 キテハ後章二於テ

ー言附記 スベ シ。

(3)局 所冤疫 ノ本態島封スル考察

余ハ第一篇 二於 テ結核菌経氣道的感染二封 シテ

ハ経氣道的免疫 ノ皮下或ハ静脈内免疫 二勝 レル

テ報告セリ.換 言 スレバ免疫元 ノ維氣道的賦與

ニヨリテ肺臓局所免疫 ノ成立 スルテ立謹 シ、第

二篇二於 テ斯ル経氣道的局所免疫 ノ本態ハ結核

菌 ノ氣胞 内抑留作用從 ツテ氣道粘膜 ノ不透過性

ノ檜強、細胞 ノ結核貧喰作用 ノ檜強、菌排出機

能充進等 ノ因子混成作用 ナルベキヲ想像 シ、本

篇 二於テ此想像ラ確認 セリ、即チ経氣道発疫動

物二於 テハ皮 下免疫動物 二比 シ防禦細胞 ノ肺胞

内出現著明ニシテ從 ツテ結核菌ハ肺胞 内滲出細

胞 二多敷囁取 セラレ肺胞内二抑留セラレ次 デ排

出セラル ・モ ノ多 干二反 シテ皮下見疫動物 二於

テハ中隔内二進入 スル結核菌比較的多キラ認 メ

タリ。尚換言 スレバ経氣道的免疫動物 二於テハ

免疫元ノ経氣道的投與ニヨリテ肺臓局所二過敏

症(lokaleAllergie)ヲ 賦與 シ得、期 レ局所過敏

症ハ皮下免疫動物二於 ケ ル全身的過・敏症(al1-

gemeineAllergie)ノ 部分現象 タル肺臓局所 ノ

過敏症 二比 シ強度 ニシテ細胞性防禦機轄 ノ充進

シタルニヨルモノナリ。局所見疫及 ビ局所 「ア

レルギー」拉二全身的免疫及 ビ全身的「アレルギ

ーJト ノ關係 テ研究セルモノニSchniederア ル

モ之ハ角膜 ラ用 ヒシモ ノニシテ余 ノ本實験 ト直

接關係ナキテ以テ記載 セザルベ シ。

(4)肺 胞炎ノ性質二就テ

前記 ノ如 ク結核菌氣管内注射後肺胞内二先ヅ以

テ出現スルハ大型上皮様細胞 ニシテ,次 デ多核
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細胞 出現 シ、一定時間後 多核細胞 ノ漸次減少 二

赴 ク ト共 二上皮様 細胞 ノ ミトナルハ諸家 ノ詮 凡

ソー致 スル所 ナ リ(Watanabe,Herxheimer,

Gross,T6ppich村 田,坂 本、富 田、大高氏等)。

然 レ ドモ術之 ラ検討 スルニ其解繹 二於 テ異 ナル

所 アリ。即 チ多核細胞 ノ出現 ハ大量菌 テ用 ヒタ

ル時 ニ ノ ミ惹起 スルモ ノニ シ微量菌 テ使用 スル

時 ハ多核細胞 ハ出現 セズ、印 チ多核 白血球 ノ滲

出ハ非特異 的 ナル モ ノニ シテ結核 二特異 ナル・・

上皮様細胞 ノ出現 ノミナ リトPagelノ ・云 ヘ リ.

渡 邊、坂 本氏等 モ亦 多核 白血球 ノ滲 出ハ大量菌

テ用 ヒタル ガ爲 ノ非特 異的反癒 ナル〈ごシト云ヘ

リ.之 二反 シ既 二記載 セ シガ如 クT6ppichハ

多 核細胞 ハ血 中 ヨリ滲 出 セル多核白血球 ニアラ

ズ シテ大 輩核 細胞 ノ核分 葉 セルモ ノナ リ ト セ

リ、而 シテ大 軍核 細胞 ハ スベ テ局所 二於 テ肺胞

毛細管内皮 細胞 ヨリ由來 セ ルモ ノー シテ從 ツテ

初 感染像 ハ勿論再感染像 モ嚴格 二檜 殖性炎症 ナ

リ ト云 ヘ リ.然 レ共斯 ル大型上皮様 細胞 ノ本態

二關 シテハ諸家 ノ詮全 クハー致 セザル ナ リ。今

假 二Pagel等 二從 ヒ多核 白血球 ノ出現 ・・非特

異的反慮 トシテ除外 ス レバ所謂肺胞 炎ガ檜殖性

ナ リヤ滲 出性 ナ リヤノ・一 ツニ掛 リテ上皮様 細胞

ノ本態 ニ ヨリテ定 マルモ ノナ リ。

初感染病竈 ガ滲 出性 ナ リャ檜殖性 ナ リヤハ古來

厘 婿命議 セラル ・所 ニ シ テGohn,Hifbsch-

mann,Puhl,Siegen等 ・・滲 出性 ナ リ ト云 ヘ リ。

余 ハ嚢 二結節 中心壌死部 ノ弾力織維 ノ所 見 ヨリ

明 カニ肺胞構造 ノ残存 セルテ認 メ初感 染像 ガ滲

出性乾酪 性肺炎 二終始 セルコ トテ記載 セ リ。然

レ共 コハ肉芽細胞 ノ増 殖 テ件 フ間質 性攣ifヒヲ増

殖 性 ト云 ヒ、細胞 ノ肺胞 内滲 出 テ滲 出性 炎症 ト

ナセルガ爲 ニ シテ、T6ppich等 ハ肺胞 内二滲 出

スル細胞 ノ由來 ニ ヨリテ論 ジタルモ ノナ リ。從

ツテ炎症 ノ定義 ノ異 ナルニ從 ヒ、同一現 象 ラ目

シテ或 ハ壇殖性 ト云 ヒ或 ハ滲 出性 ト見倣 セルナ

リ。 古來病理學 中炎症 ノ定義程 屡 支痩 改 セラレ

タルモ ノナ シ。今Lubarschノ 定 義 二從 フー

結梅 菌 ニ ヨル病攣 ガ炎症性反慮 ナ リ トス レバ組

織 ノ障碍、血液成分 ノ滲 出、浸潤(exsudativ-

infiltrativ)及 ビ細胞増殖 ノ三主要素 テ併 存 セザ

ルベ カラズ、從 ツテ檜殖性機轄 ガ主要 ナルカ或

ハ滲 出性機轄 ガ主要 ナル ヵニ ヨ リ 「主 トシテ増

殖性」或 パ 主 トシテ滲 出性」ナ リト云 フベキナ

リ。 然 ルニAschoffハProduktionトProli-

ferationト ラ匠別 セ ント欲 セ リ、即 チPr6duk-

tionト ・・結締織 ノ新生 テ意味 シ、其他 ノス〈ご

テ ノ細胞 ノ新生 テProliferationト 構 ス。以 上

ノ如 ク炎症 ノ定義、 分類 ハ諸家 二於 テ異 ナルモ

Lubarschノ 言危比較的安當 ナルモ ノナ ランカ。

今Lubarsch二 從 ヒ上記結核 性肺 炎ガ其何 レ

ニ属 スルカテ考按 スルニ其肺胞 内游出大輩核細

胞 ハ局所 ノ固定組織 細胞 ノ増殖新 生二因 ル トナ

スモ ノ多 シ、換 言 ス レバ肺胞 炎 ノー部 ハ檜殖性

炎症 ナ リ トナ7・モ ノ多 シ(Pagel,Orth,T6P-

pich,宮 田 氏等)。此庭 ニー部 ト稔 セルハ多核 白

血球 ノ滲 出 亭除外 シテ ノ問題 ナ リ。

肺胞 内大滲 出細胞 ノ本態 二關 シテハ前 同報告 二

於 テ精細 二記述 セルデ以 テ此1彪ニハ詳述 セザル

た シ。 余 ハ上記 上皮様 細胞 ノー部 ニハ剥離 上皮

細胞 アル〈ごシ ト錐 其大多数 ハ次 ノ諸種 ノ理 由 ヨ

リ組織 球 ナルベ シ ト想像 ス。

(イ)、 肺胞 内二存在 スル上皮様細胞 ハ肺胞 中隔

内ニモ存在 スル上皮様細胞 ト其形 態全 ク同一ニ

シテ他臓器 二於 ケル組織球 二酷似 ス(細 胞核・・圓

形乃至楕圓形ニシテ原形質 ノー極二偏在ス,レモノ多

ク、原形質・・豊富ニシテ空泡 ヲ形成スルモノア リ。

前同報告 二記載セルが如 ク氣管枝洗瀞液二於 ケ ル標

本二於テハ細胞核二核小艦 ヲ認メザリシモ 切片標本

二於テ・・明 ヵ二二、三 ノ核小膿 ヲ有ス。細胞核ハ時二

多形 ヲ示 シ分葉セルモノ叉多シ)。

(ロ)、 「カル ミン」氣管 内注射 二際 シ肺胞 内若 シ

クハ中隔 内二出現 スル「カル ミン」細胞 ト其形態

全 ク同一 ナ リ(肺胞内大滲出細胞/生 腔「ヵル ミン」

振取陽性ナノレ鮎 ヨ リ本細胞 ノ組織球説 ヲ誼クモノハ

殆 ソド皆我ガ國ノ學者ニシテ 岩男、結城、村田、坂

本、字川、富田、眞島、早川、清野氏等 ア リ。但 シ

清野氏ハ後述スルが如キ考ヘニ傾ケリ)。

(ハ)、 氣管枝粘膜 上皮細胞 二結核菌 ラ囁取 セル



第7號 】 束田=結 核二於ケル氣道 ノ免疫性二關ヌル實験的研究 767

モ ノ ナ シ。腺腫様管腔 ラ蔽 ヘル上皮 様細胞 ノ由

來 二就 キテハ氣管枝上皮 細胞設 ト肺胞 上皮細胞

設 ノニ論 アルモー部 ハ確實 二肺胞 上皮細胞 ナ リ

ト思考 セ ラル ・モ ノア リ、斯 ル細胞 二結核菌 テ

囁取 セルモ ノナ シ(清 野氏 ノ門下生大高氏・・腺腫様

管腔ヲ蔽へ,レ上皮様細胞二生膿染色可能ナル ヲ認メ

肺胞内大滲出細胞・・組織球蛇 二肺胞上皮細胞 ノ何 レ

ヨリモ由來ス ト云ヘ ル モ、岩男氏・・腺管状上皮細胞

二「ヵル ミソ」掻取能力ナキ ヲ組織球説 ノー論擦 トセ

リ。小辰氏亦異型的上皮細胞 ハ殆 ン ド「加レミン」ヲ

撮取セザルコトヲ記載セリ)。

(二)、 早期 二於 テハ血管 内皮細胞 ノ著 明 二檜加

セル テ見 ズ。(血 管若 シク・・淋巴管内皮細胞設二左

祖ス)レモノニBuhl,Haythorn,Foot,Gardnerand

Smith,Fried,Policard,T6PPich等 アルモー般 ノ認

ムル所 トナラズ}。

(ホ)、 早期 二於 テハ血管 内二大輩 核細胞 ノ多撒

二在在 セル ラ認 メズ
、從 ツテ上皮細 包ノ木部分

ハ血行 ヨリ來 リタルモ ノニア ラ ズ(Morrelet

Dalous,Metschnikoff等 ノ・血液軍核細胞ナ リト云ヒ、

Orth・ ・淋巴球性細 胞 ナ リ ト稻 シ、Cunningham,

Sabin,SugiyamaandKindwall亦 血液細胞ナリト云

へ,レモWesthues・ ・肺臓血管ヲ生理的食藍水ニテ洗

潅 シ然ル後氣管ヨリ墨汁ヲ注射シ之ヨ リ切 リ取 リタ

ル切片ノー部・・直チニ 「フホ,レマリソ」ニテ固定 シ他

片・・30分 間37度 ノ食盤水中二放置 シ後同様 二固定

槍鏡セシニ前者二・・何等塵挨細胞 ノ登生 ヲ見ザ,レモ、

後者ニハ明カニ多数二之 ヲ號生 セ リ、從ツテ該細胞

・・血行ヨリ由來セルモノニアラザルコ ト明 カ ナ リト

云ヘ リ)。

(へ)、BCG菌 氣 管 内注 入後早期 二於 テハ著 明

一上皮様細胞檜加 スルモ後 日殆 ン ド完全 二吸牧

セラ レ癒痕組織 テ形 成 スル コ ト少 シ、即 チ本細

胞 ハ造織維細胞 ニハ アラサ'ルベ シ。

以上各種 ノ理由 ヨリ上記 上皮様 細胞 ノ起原 ハ肺

胞 上皮細胞、毛細管 内皮 細胞、血液 細胞若 シク

ハ結締織細胞 ナ リ ト見倣 ス ヨリモ組織球 性細胞

ナ リト見倣 ス以 テ至當 ナ リ ト思惟 ス。弦 二於 テ

余 ハ所謂肺胞 炎ハ圭 トシテ増殖性組織反慮 ナ リ

ト結論 λベ キ位置 二到達 セ リ。然 レ共 コハ多核

白血球 テ除外 シテ1問 題 ニ シテ讐 へ第2次 的現

象 ナ リ トスルモ叉一種 ノ反慮 ナル以上 ハ肺胞 炎

ハ檜殖性滲 出性攣 化 ニ シテ、菌量小 ナル時 ハ檜

殖性 ノ傾 向強 ク菌量大 ナル時 ハ ヨリ滲出性 二傾

クモ ノナルベ シ。再感染像 二於 テハ菌1}"=小ナ ル

モヨ リ滲 出性 トナルモ菌 量更 二小 ナル時 ハ比較

的檜殖性 二傾 クモ ノナルベ シ。斯 ル意 味 二於 テ

余 ハ初感染像 ハ主 トシテ増 殖性 ニ シテ再感染像

ハ圭 トシテ滲 出性 炎衝 ナ リ ト云 ヘ ルナ リ.

(5)氣 管 枝 ノ攣化

結核 菌氣管 内注入後 早期 二於 ケル氣管枝 ノ憂fヒ

ニ就 キテハHerxheimerノ 興 味 アル記載 ア リ、

即 チ氏 二稼 レバ注入 セラ レタル結核菌 ハ無憂化

二肺胞 二達 シ此虎 二病攣 ラ生 ジ之 ヨ リ第2次 的

二氣管枝 二來 ルモ ノナ リト云 ヘ リ
、然 レ共時 二

牛時間後 二多数 ノ多核 白血球 ノ氣管枝膣 内二存

在 スルテ認 メ斯 ル多核 白血球 ハ氣管枝壁ヲ 通過

シ腔 内二來 レルモ ノ トセ リ、 自ロチ結核菌 ノ氣管

枝腔 内二來 ルヤ「ヘモ タキ シス」ニ ヨリ氣管枝 壁

血管 ヨリ游 走 シ來 ルモ其氣管枝 壁 テ通過 スルニ

ハー定 ノ時間 テ要 シ其 間 二結核菌 ハ通過 シ終 リ

テ多核 白血球 ノ氣管枝腔 内 二游 出 セル時 ハ結核

菌 ハ既 二此塵 二存在 セザルモ ノナ リ ト云 ヘ リ。

余 ノ實瞼 二於 テモ亦 多核 白血球 ノ粘膜 内血管 ヨ

リ腔 内 二向 ツテ游 出 スル像 テ明 カニ認 メタリ。

然 レ共 多核 白血球 ノ絡 テガ氣管枝粘膜 テ通過 シ

テ來 レルモ ノーハ ア ラザルベ シ、一部若 シクハ

大 多数 ハ肺胞 内游出細胞 ノ氣管枝腔 二向 ヒ輸迭

セラ レタルモ ノナルベ シ。余 ハ初感染動物 二於

テハ早期 ヨリ多核 白血球多数 ニ シテ再感染動物

一 ア リテ・・大輩核細胞 ガ多核 白血球 二比 シ多敷

ナル テ見 タ リ、 コ レ初感染動物 二於 テハ肺胞 内

游 出大軍核細胞 ノ出現遅延 シ氣管枝膣 二排出 セ

ラル ・モ ノ少 ク從 ツテ氣管枝膣 内 ニハ氣管枝壁

テ通 ジテ來 レル多核 白血球比較的高卒 二在在 ス

ルニ反 シ再感染動物 二於 テハ早期 ヨ リ肺胞 ヨリ

氣管枝 二向 ツテ大軍核細胞游出 シ來 ルガ故 ナル

ベ シ。前向報告 ノ氣 管枝洗1條液 中ニハ初感染動

物 ニ アリテモ早期 二於 テハ多核 白血球 少 キラ見
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タ リ、 コ レ氣 管枝洗條液 ハ氣管枝 ノミテ洗條 セ

シモ ノー・.アラズ更 二深部肺胞腔 内 テモ洗1條 セラ

ル ルガ爲 ニ シテ肺胞腔 内 ニハ大軍核細胞多 キ ガ

故 ナ リ。

注 射直後 二於 テモ既 二結核菌 ラ囁 取若 シクハ吸

著 セル大輩核細胞 ノ存 在スルコ トア リ、 コハ既

存 ノ大軍核細胞 ニ ヨリ通過 時 二囁 取 セ ラレタル

モ ノナ ル〈ごシ、Herxheimer亦 斯 ク構 ス。粘膜

上皮細胞 二喰 作用 アリヤ 否 ヤー 關 シテハ 諸家

ノ設 一一致 セズ、Duthle,Strelin,Oberlinget

Raileanu,Watanabe・ ・喰 作用 アリ ト云 ヘ ド

モ、Herxheimer,TschistowitschLang,大

高 、結城 氏等 ハ之 テ否定 セ リ。 余 ハ粘 膜上皮細

胞 二結 核菌若 シクハ「カル ミン」テ搬取 セルモ ノ

ァル テ認 メザ リキ。

術興味 アルハ前篇 二於 テ報 告 セル余 ノ所謂軍核

細胞性假性結 節、多核 細胞性假性結 節或 ハ混合

細胞性假性結節 テ本實験 二於 テモ亦認 メタル コ

トナ リ、然 レ ドモ其 細胞 ト結核 菌 トノ關係 ハ前

同報 告 二於 テ 見 タル ガ加 ク 明 カー認 ムルヲ得

ズ、此鮎切 片標 本 ノ検 索・・氣 管枝 洗1條法 二比 シ

遜 色 ア リ。今斯 ル假 性結 節 ノ成 因 ラ考察 スルニ

結核菌塊 ガ末梢氣管枝若 シクハ肺胞 内二達 スル

ヤ肺胞 内滲 出細胞 ガ其 周園 二蝟集 シ來 リー塊 テ

形成 シ呼吸蓮動若 シクハ繊毛上皮 細胞 ノ蓮動 ニ

ヨリテ漸次 大氣管枝 二向 ツテ楡途 セラレ其途 中

二於 テ爾細胞数 テ増 加 シ斯 クシテ前同報告 二記

載 セル如 キ方法 ニ ヨリテ結核 菌 テ虎 置 スルモノ

ナ ベ シ。

(6)肺 結 核 卜氣 管枝 腺結核 トノ關係

結核 菌 ノ経氣道 的感 染 二際 シ肺結核 ト氣管枝 腺

結核 トノ間 二於 テ其何 レテ原磯 トシ何 レテ績登

ト認 ム〈ごキ カニ關 シテ多数 ノ研 究 アルモGohn,

Puhl等 ノ初期憂 化群 ノ業績 出 ヅル ニ至 リテ諸

家 ノ論 凡ソー致 スルニ至 レリ。余 ハ嚢 二比較 的

淋巴 装置 ノ疎漏 ナル海猿 テ用 フルモ経 氣道感染

二際 シテハ肺 門部淋 巴腺 ノ腫脹 ハ大膿肺臓 内結

核 性病攣 二正比例 スル ヲ實護 セ リ、而 シテ時 二

肺門部 淋巴腺 ガ腫 脹 スルモ肺臓 二於 ケル結核性

病憂 ラ肉眼的 二認 メ難 キ コ トアルハ余 等モ亦認

ムル所 ナル、然 レ共斯 ル場1"1注 入 セ シ結核 菌ガ

ー一見肺臓 テ無攣 化 二通過 シ肺門腺 二直達 シタル

ガ如 キ観 アル モ余 等ハ斯 ク簡輩 二首 肯 セ ズ。

HenryStuartWillisハ 氣 管枝壁 ヨ リ氣管枝淋

巴腺 二直接結核 菌 ノ直達 スル脛路 アリ ト云 ヘ ド

モ實際 上比較 的少 キコ トナランカ。余 ハ氣管枝

粘膜 内、氣管枝 壁若 シクハ肺臓 内一殊 二氣管枝

直下一 淋巴濾胞 内 二結核 菌若 シクハ 「カル ミン」

ノ存 在セルテ認 メタル コ トナ シ。一般 二氣管枝 内

滲 出物 ハ粘膜搬髪 ノ頂 馳 二接 シ存在 シ級襲間 ニ

アル コ ト既 二稀 ナ リ。 上皮 細胞 ニハ繊毛 テ有 シ

且粘膜 表而 ニハ粘液 存在 スルガ故 二異物 ノ侵入

バー一定度防禦 セ ラル ・モ ノナルベ シ。 之 二反 シ

竹尾結核研究所 ノ数氏 ハ常 二接種菌量微小 ナル

時 ハ結核 菌ハ肺臓 テ無憂 化二通過 シ氣管枝 腺 二

直達 シ此虎 二初 獲氣管枝腺結核 ラ登 シ次 デ血行

或 ハ淋 巴流 ニヨ リ績議的 二肺結核 ラ螢生 スルモ

ノナ リト主張 セ リ。然 レ共肺臓 二於 ケル結 核性

病攣 ノ有無 ヲ籔微鏡 的 二断 定 スル事 ハ極 メテ困

難 ナ リ、之肺臓組織 ガ管 内性 ニ シテ且 比較的大

ナ ル ト、 海狽 二於 テノ・健 常 ナルモ ノニ於 テモ其

肺臓 二僅 小 ナル肺 炎像 テ散 見 スルコ ト屡 丸ナル

ニ ヨリ是等 病憂部 テ初期結核症 二算入 スベキヤ

否 ヤ極 メテ困難 ナ リ。 前記 ノ諸氏 ハ最初 ノニ項

テ考慮 シテ全 肺臓 ノ連績 切片標 本 テ作製 シタリ

ト云ヘ ドモ第3項 ノ條件 即 チ生理 的 二存在 スル

肺炎像其他 ノ病攣部 テ如何 二虎置 シタリヤ。最

近 報告 セ ラレタル清水氏 ノ業績 テ検討 スルニ斯

ル小肺炎像 其他 ノ病憂 テ殆 ン ド毎常登 見 セルモ

而 モ之 ヲ的確 ナル結 核性病憂 ニ アラズ ト掲断 セ

リ。猪俣氏 ハ全然結核菌染 色テ施 サズ シテ結核

性病攣 テ論 ゼ リ。 氏等 ガ本問題 二關 シ學 會席上

二於 テ講演登表 セラル ・ヤ余等 ハ再三、再四追

加 スル所 ア リタリ、然 ルニ成文 ノ報告 乏見 ルニ

余等 ノ文献 バー顧 ダニ與 ヘザ ルハ如何 ナル理 由

ニ ヨルベ キカ、 且文獣 ノ考察 ハ極 メテ粗 ナル テ

遺憾 トス。

余 ハ襲 二結核菌氣管 内注射 二依 ル肺臓拉 二肺 門
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部 淋 巴腺 ノ初感染及 ビ再感染 ノ後期病憂 二就 キ

研究 シ、初感染試験 二於 テハ肺 門部淋 巴腺 ハ肺

臓病攣 ノ程度 二比例 シテ高度 二腫脹 ス ル ニ 反

シ、再感染試験 二於 テハ肺臓 ハ微量感染 二於 テ

モ成立 スルモ肺 門部淋 巴腺 ハ殆 ン ド之 二關與 セ

ズ、其腫脹程 度雨 者 ノ間 二顯著 ナル差異 アルテ

報 告 セリ、 コ レ再感染 二於 テハ過敏症 ニ ヨリ結

核 菌・・肺臓 局所 二抑 留若 シクハ排泄 セ ラル ・コ

ト多 キガ故 二肺臓 拉 二其 局所 淋巴腺 二於 テコ,

杢 氏現象 テ立謹 シ得 タルモ ノナ リ。Beitzkeモ

再 感染 ノ際 ニハ飢 二「ア レルギー 存 スルヲ以 テ

侵 入部位 二於 テハー定度反癒 ヲ生 ズベキモ抵抗

張 ケレバ局所淋 巴腺 二攣化 テ生 ゼズ ト云 ヘ リ。

(7)血 管 ノ攣化

再感染像 二於 テハ血管高度 二渡大 シ充 血ラ 示 シ

病竈 内部 二於 テハ著明 二出血 テ示 ス。 コ レ毛細

血管 ノ管壁 「ス トマー タ」ノ粗 大 トナ リ漿液 ノ滲

出 ト同時 二血 管外血液 濾出_ヨ ルモ ノナルベ

シ・斯 クノ如 ク耳 感染像 二於 テ・・出血性傾 向著

明一 シ テ 厘 く病竃 ノ周園 二充血 或 ・・出血竈

(haemorrhagischeRandzone)ア ル ハ飢 二後 期

反慮試験 二於 テ記載 セル所 ナ リ。 本篇 二於 テハ

比較的大 量菌 ラ使用 セルガ爲 力初 感染像 二於 テ

モ輕度 ナルモ病竈 内二充血或 ハ出血 テ見 タリ、

然 レ共初感染像 二於 テノ・充血或 ハ出IMハ 病竈内

部 二限 局 セルモ再感染像 二於 テハ比較的健常 ナ

ル肺組織 二於 テモ充血時 二出血竈 テ見 タリ。

高度 二畿 生 セル病竃 内部 ノ動静脈 二於 テハ其 内

壁 二軍核細胞多数附著 シ高度 ナルモ ノニ於 テハ

其膣 内ハ軍核細胞 ニテ充 満 セルモ ノアルモ初感

染嫁 ト再感染像 トノ間 二特 二差 異 アル テ見ザ リ

キ。斯 ル病攣 ハWatanabe,MorreletDalous,

Herxheimerモ 亦 記載 スル所 ニ シテHipPolyte

Martin,Waldenburg等 ・・斯 ル血管閉塞 ガ結

節登生 ノ骨子 ナ リ ト云 ヘル モ 且erxheimerモ

云 ヘル ガ如 ク第二次的攣化 ナルベ シ。斯 ル輩核

細胞 ノ由來 二關 シテハT6ppichハ 内皮細胞 ノ

檜殖 セルモ ノナ リ ト云 ヘ ドモ血液 軍核球 ヲ否定

スルラ得 ズ。

再感染像 二於 テハ血管 周園 二輕 度 ナル小 圓形細

胞 ノ浸潤 ラ見 ル コ ト初 感染像 二比 シテ多 キハB

CG菌 前 庭 置 ノ結果 ニアラザルカ。佐多氏等 ハ

此血管外園浸潤竈 テ以 テ肺臓結核血道設 ノ組織

學 的根嫁 トナスモ所謂正常肺臓 ニモ殆 ン ド毎常

認 ムルハGerlachu.Finkeldey,Seemann等

ノ指摘 スル所 ナ リ.

第五章 結 論

余ハ健常海狽拉二豫 メ1ケ 月前皮下若 シクハ氣

管内二BCG菌 ヲ注射 シ感染免疫 テ賦與 シタル

結核海瞑 ノ氣管内二結核菌 ラ注射 シ5分 後 ヨリ

10時 間以内ノ各期 二於 テ其肺臓病憂 テ観察 シ

次 ノ結論 テ得 タリ。

(1)弱 毒結核菌(BCG)テ 以テスルモ或 ・・張

毒結核菌 テ以テスルモ其氣管内初接種 二際 シ結

核菌 二封 スル肺臓 ノ反癒機轄 ノ様式ハ早期二於

テハ全 ク同一ニシテ、結核菌 ガ肺胞二到達 スル

ヤ肺胞壁立組織球若 シクハ中隔内組織球増加 シ

肺胞内二剥離 シ、次 イデ血管 ヨリ漿液 ノ滲出及

ビ多核白血球 ノ游走 テ招來 シ、此雨細胞ニヨリ

結核菌ハ擁取 セラレー部ハ排泄セラレー部バー

定度減悲 セラル。

(2)豫 メBCG1竜 テ氣管 内或 ・・皮下 二接 種

シ感染冤疫 ヲ賦 與 セル海狸 ノ氣管 内二結核菌 テ

再感染 スルニ其反慮機轄 ・・質的 ニハ初感染動物

二於 ケル ト同一 ナルモ前者 ハ後 者 二比 シ早 クヨ

リ且高度 二経 過 ス、即 チ結核 海狽 二於 テハ大量

結核菌 二封 シテ組織 「ア レ ル ギ ー」テ以 テ反慮

スo

(3)初 感 染像 ハ塘 殖性 トナ リ'、再感染像 ハ滲

出性 トナル傾 向多 シ。

(4)免 疫 海瞑 二於 テ・・滲 出細胞 ハ早期 ヨリ多

数集 リテ結核菌 ラ撮取 スルコ ト多 ク從 ツテ肺胞

腔 内二抑留 セ ラレ次 イデ排泄 セラル ・モ ノ多 キ

ニ反 シ健常海狸 二於 テハ滲 出細胞少 ク從 ツテ肺

胞 中隔内 二侵入 スルモ ノ多 シ。
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(5)即 チ組織 「ア レルギー」ハ結果 二於 テ免疫

現 象 タ リ得 ルモ時 二病竈 テ振延 スル ノ不 利 ア

リ∩

(6)深 部 氣 道 二達 シタル結核菌塊 ハ滲 出細胞

二園続 セ ラレー部 ハ上部氣道 二向 ツテ排泄 セ ラ

レー部 ハ細胞 二貧喰 セ ラル斯 ル關係 ハ免疫 海猿

二於 テ著 明 ナリ.

1(7>経 氣 道的免疫 動物 二於 テハ皮 下免疫動物

二比 シ結核 菌 ノ経 氣道的再感 染 二際 シ組織 「ア

レルギー ノ畿顯高度 ナ リ、自ロチ経氣道感染 二

封 スル経 氣道的局所免疫 ノ本態 ハ結核菌 ノ氣胞

内抑 留作 用從 ツテ氣 道粘膜 ノ不透過 性 バ曾彊、

細胞 ノ結核 菌貧喰 作用 ノ充進或 ハ菌排出機 能充

進 ノ皮下免疫動物 二比 シ高度 ナル鮎 ニ アリ。

(8)冤 疫 海猿 二於 テハ「エ オ ジン」嗜好細胞 ノ

覆顯著明 ナ リ.殊 二経氣道的 局所冤疫海狸 二於

テ顯著 ナ リ。

附 記

第1實 験

甲 初感染動物 ノ所見

動物番號、7、 殺時膣重、310瓦

人型結核菌10分 ノ1彪 氣管内注射後5分 目ノ所見

'肉眼的所見
、肺臓所墾ナシ。

顯微鏡的所見、右肺下葉 ヲ検スノレニー部 ノ中等大氣

管枝腔内二・・既二大軍核細胞及 ビ少量 ノ滲出液ヲ容

ル、大軍核細胞ハ原形質、核共 二 比較的儂染ス。肺

胞間質・・著憂ナキ モ 少数ノ塵埃細胞 ノ肺胞内二剥落

セルモノアリ、斯ル細胞ニテ結核菌ヲ振取セル モ ノ

少 シ.結 核菌 バー部爾遊離 シテ肺胞壁二附著セルモ

ノアリ、既二肺胞中隔内二入 リテ遊離存在セルモノ

アリ、或ハ中隔内 ノ上皮様細胞二撮取セラル ・モノ

アリ。多核白血球ノ・殆 ソド認 メ ズ。左肺下葉 ノ肺門

部二近接匂 レ部位 二・・限局性 二肺水腫性攣化 ア リ、

即 チ 中隔毛細管ハ櫨張シ肺胞腔内二淡赤色 ノ漿液充

滞ス。

動物番號、8、 殺時盟重、320瓦

人型結核菌10分 ノ1彪 氣管内注射後10分 目ノ所見

'肉眼的所見
、肺臓所攣ナシ。

顯微鏡的所見、右肺下葉ヲ槍スルニー 部中等大氣管

枝ノ上皮細胞上二滲 出液附著 シ、共部二多核白血球

及ビ大小軍核細胞ヲ容ル ・モ 共量爾少 シ、多核白血

球及ビ軍核細胞ハ何 レモ結核菌 ヲ振取スルモノア ル

モ爾遊離結核菌 多 シ。粘膜上皮細胞二結核菌ヲ掘取

スノレモノアルヲ見ズ。粘膜内若シク ハ 氣管枝壁結締

織内二結核菌 ヲ見タルコトナシ。肺胞 ・・一般 二著攣

ナク、結核菌・・一部細小氣管枝 ヨ リ肺胞二移行スル

部位二於テ共壁二多倣附著 シ、一部 ハ 中隔内二入 リ

遊離 ノ儘或ハ上皮様細胞二掘取セラレテ存在ス。

動物番號、9、 殺時{彊重、380瓦

人型結核菌10分 ノ1種 氣管内注射後30分 目 ノ所

見。

肉眼的所見 肺臓所攣ナシ。

顯微鏡的所見 右肺下葉ヲ楡スノレニ中等大氣管枝腔

内二・・多量 ノ滲出液 ヲ容ル、細胞ハ爾少ク圭 トシ テ

「エオジン」嗜好多核白血球ナリ。「エオジン」嗜好細

胞ハ叉粘膜繊襲 ノ中心 ヲ走 レ ル毛細管内ニモ存在

シ、其毛細管内ヨリ粘膜上皮細胞 ノ間ヲ通 リテ氣管

枝腔内 二 游出セソトスル像アリ。斯ル氣管枝腔内二

大軍核細胞甚ダ少敷ナルモ存在 シ時 二 結核菌ヲ貧喰

スルモノ ア リ。氣管枝二近接セル肺胞中隔ハ圭 トシ

テ上皮様細胞 ノ壇加ニヨ リ輕度≒肥厚 シ、一部少撒

ノ肺胞腔内二上皮標細胞 ヲ充満セルモノア リ、結核

菌 ヲ撮取セ,レモノナ シ。輕度ノ血管周園炎ヲ認 ム。

動物番號、10、 殺時膿重、310瓦

人型結核菌10分 ノ1me氣 管内注射後1時 間目ノ所見

肉眼的所見.特 記スベキコ トナシ。

顯微鏡的所見、右肺下葉 ヲ検スル ニ 中等大氣管枝腔

内ニハ多核白血球及 ビ少 倣 ノ上皮様大軍細胞 ヲ容

ル、結核菌・・雨種 ノ細胞二掻取セラル ・モ ー部・・伺

遊離存在ス。切片 ノ中央部二於 テ 比較的廣汎ナノレ部

位 二亙 リテ細胞浸潤竃 ア リ、肺胞中隔ノ・上皮様細胞

ノ培加ニヨリ輕度二肥 厚 シ、肺胞腔内ニノ・腫大セル

上皮標細胞 ヲ充満スルモ共数比較的少キタ メ 肺胞構

造 ヲ推定スルヲ得、「ワィゲル ト」弾力繊維染色標本

二於テハ更二明カニ肺胞構造ヲ認ム。肺胞腔内 ノ上

皮様細胞バー部多数 ノ結核菌ヲ…囁取 ス。倫一部肺胞

腔内二「エオジン」嗜好細胞 ノ充滞セル部位ア リ。

動物番號、11、 殺時盤重、270瓦

人型結核菌10分 ノ1彪 氣管内注射後3時 間目ノ所見

肉眼的所 見、肺臓所憂ナシ。

顯微鏡的所見、右肺上葉 ヲ検スル ニ 氣管枝腔ハ著 シ

ク多数 ノ滲出細胞 ヲ充満スルモノ多シ、細胞種類ハ
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部位 ニヨリテ異ナリ小軍核細胞ノミヲ容,レ・モ ノ ア

リ、大輩核細胞 ノミヲ容ル ・モノアリ、多核 白血球 ヲ

圭 トジテ 容 レ其中二少販ノ軍核細胞 ヲ混 ズルモノア

リ、或バー氣管枝腔内二於 テ 輩核細胞群 ト多核白血

球群 トニ分 レテ混入スルモノ ア リ、其部位的關係二

・・一定 ノ規律 ヲ認 ムノレヲ得ズ.爾 ミ主目ノ・ベキ・・氣管

枝腔内二於テ結核菌塊ヲ困緯シ テ数層ノ大輩核細胞

存在シ更二共周幽ヲ数層ノ多核白血球 ノ困綾セルモ

ノアリ、コレ前回報告二於ケ ル 氣管枝洗灘液中二見

タ ル余 ノ所謂混合細胞性假性結節 ト劉照 シ興味ア

リ。氣管枝粘膜 ノ基底細胞 二結核菌 ノ附著セルヲ認

ム,レモ撮取セラレタルモノナリヤ 明カナラズ
。氣管

枝周園 ノ小部分 ノ肺胞二肺胞炎 ア リ、上皮様細胞、

小軍核細胞及 ビ少倣 ノ多核白血球ヲ容 ル、何 レモ結

核菌 ヲ掘取スルモノ ア リ。叉一部 ノ肺胞炎ニハ赤血

球 ヲ混ズルモノアリ、一般 二赤血球 ヲ混ズ ル 部位 二

於テ・・共他ノモノニ比 シ結核菌 多 シ。其周園ノ中隔

ハ上記各種 ノ細胞ニテ肥 厚 ス、結核菌ハ斯ノレ中隔内

ノ軍核細胞或ハ多核白血球ニモ亦多鍛撮取セ ラ ル。

叉病攣比較的輕度ナル部位二於テ ハ結核菌ノ・壁立塵

埃細胞 二撮取セラル ・モノア リ。標本ノ中心部大氣

管枝二近 キ部位二於テ・・多核白血球此較的多キモ、

周邊部節チ肋膜下二於テ ノ・多核白血球 ノ滲出少 シ。

一部肋膜直下二於テ比較的正常ナ ル 部位 ノ肺胞内二

大輩核細胞 ノー、二乃至数個ヲ剥離セルモノアリ、

大軍核細胞ノ多クハ塵埃 ヲ有 シ、一部 ハ結核菌 ヲ貧

喰ス(窮 眞第1圖 参照)。輕度 ノ血管周園炎 ヲ試ム。

動物番號、12、 殺時膿重、400瓦

人型結核菌10分 ノ]竈 氣管内 注 射後5時 間目ノ所

見。

肉眼的所見、肺臓所攣ナシ。

顯微鏡的所見、右肺下葉 ヲ検スル ー 中等大氣管枝腔

内二・・多数 ノ多核白血球 ヲ容ル ・モ上皮様細胞ハ少

量ナ リ、滲出細胞ハ甚ダ大量ニシテ 比較的小ナル氣

管枝及 ビ細小氣管枝ノ・全ク充塞セラル ・モノアリ。

肺胞中隔毛細管 ・内皮細胞叉腫大 シ圓形 ナ リ、其他

比較的大ナノレ動脈ノ腔内二多数ノ軍核細胞 ヲ容 ル ・

モノアリ。肺胞中隔バー般二上皮様細胞 ノ増加 ニ ヨ

リ肥厚入 斯ノレ上皮標細胞 二・・結核菌ヲ振取匂 レモ

ノ ア リ。一部肺胞内二圭 トシテ上皮様細胞ヲ充漏セ

ル部位 ア リ、其上皮様細胞ニノ・塵挨 ヲ撮取セルモノ

アルモ結核菌ヲ貧喰セノレモノナシ。

動物番號、13、 殺時膿重、300瓦

人型結核菌10分 ノ1選 氣管内注射後10時 間目ノ所

見。

肉眼的所見 左肺下葉二於 テ 大氣管枝二沿ヒ暗紫色

稽 く透明ノ感ア,レ部位 ア リ。右肺下葉背面二米粒大

ノ限局性暗紫色ノ斑鮎アリ。

顯微鏡的所見 左肺下葉二於 テ大氣管枝 ノ長軸 ヲ含

ミテ切片標本ヲ作製スルニ、氣管枝二澹 ヒテ 廣汎ナ

ル細胞浸潤竈 ア リ、斯ル部位ヲ精査スルニ肺胞中隔

毛細管内皮細胞ノ・腫大 シテ圓形細胞 トナ リ充血ヲ示

シ、他方中隔内上皮様細胞培加 シ、之ニヨリテ肺胞

中隔ノ・肥厚 シ爲二肺胞腔ノ・歴迫セラレテ 狭 小 トナ

リ斯,レ肺胞1空内二 ・・上皮様細胞及ビ少倣 ノ多核白血

球 ヲ充蒲ス。斯,レ病竈内部二存在 スノレ血管内壁ニノ・

上皮様細胞多数存在 シー部ハ腔内ニモ存 在 ス。 中等

大氣管枝腔内ニノ・滲出液及ビ細胞ヲ容ル、圭 トシテ

多核白血球ナルモ少数 ノ上皮様細胞 ヲ含 ム、結核菌

ヲ振取ス,レモノハ多核白血球二多 シ。

乙 皮下免疫動物二於ケル所見

動物番號、14、 殺時膿重、400瓦

本動物・・封照 ト シ テ結核菌氣管内再接種 ヲ施行セ

ズ、BCG菌 皮下接種後約1ケ 月ニシテ 屠殺セルモ

ノナリ。

肉眼的所見、右肺下葉二1個 粟粒大 ノ暗紫色稽 く透

明 ノ感アル斑黒占アリ。

顯微鏡的所見 中等大氣管枝腔内ニノ・甚 ダ少量ノ滲

出液 ト比較的多数 ノ滲出細胞 トヲ容ル ・モノアリ、

圭 トシテ上皮檬細胞 ニシテ 塵挨ヲ囁取ス、一部ニノ・

多核白血球 ヲ容ル ・部位ア リ。肺臓實質ノ・一般 二著

憂ナキモー部二、三肺胞 ノ大サニ相當ス ル 肺炎竈ア

リ、卸チ肺胞中隔 ノ・上皮標細胞 ノ培加ニヨリ稽 く肥

厚 シ肺胞腔・・狭小 トナ リ、其腔内ニハ大ナル上皮様

細胞 ヲ充浦 シ時二多核白血球 ヲ混 在 ス。肺胞中隔毛

細管ノ内皮細胞バー部稽 く肥 大 ス。血管外園細胞浸

潤ヲ認メズ。結核菌ヲ設明セズ。

動物番號、15、 殺時膿重、330瓦

BCG1彪 皮下注射後1ケ 月ニシテ4%「 リチオン、

加 レミソー,O・2耗氣管内注射後7時 間40分 目 ノ所見。

肉眼的所見、左肺下葉ハ殆 ソ ド全葉 二亙 リテ暗褐色

透明ノ感アル病攣アリ。

顯微鏡的所見、'中等大氣管枝腔内ニノ・少量 ノ滲出液、

上皮様細胞及 ビ多核 白血球 ノ多量 ヲ容 ル。上皮様細
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胞 ノ・其 核 圓 形 或 ハ楕 圓形 ニ シテ 時 二 分 葉 核 ナ ノレモ ノ

ア リ、 特 二原 形 質 ノー 極 二 偏 位 ス アレモ ノ多 シ ト云 フ

コ トナ シ、 原 形 質 ノ・甚 ダ大 ニ シテ 「加 レミ ソ」穎 粒 ニ

テ占 居 サ,レモ ノア リ。 多核 白血 球 モ亦 「加 レ ミソ」頼

粒 ヲ貧 喰 ス。 上 皮 様 細 胞 ノ振 取 セ ル 「加 レ ミソ」顧 粒

ノ・其 大 サ奉 等 ナ ル モ、 多 核 白血球 内 ノ 「カル ミソ」顧

粒 ハ大 小 不 同 ナ リ。 以 下 「カ ル ミ ソ」細 胞 ト稀 ス ル ノ・

「カル ミ ソ」願 粒 ヲ振 取 セ ノレ上 皮標 細 胞 ヲ示 ス
。 「カル

ミソ」 細 胞 バー 部 粘 膜 雛 襲 間 二存 在 ス アレモ ノ ア,レ モ

少 シ。 粘 膜 上 皮 細 胞 二「加 レ ミ ソ」願 粒 ヲ撮 取 セ ルモ

ノ ヲ見 ズ。 氣 管枝 周 困 ノ淋 巴 装 置 ・・稽 く肥 厚 ス,レ モ

内 二 「加 レミ ソ」穎 粒 ヲ認 メ フミ。 大 ナ,レ 氣 管 枝 ノ周 邊

部 二大 ナ ル細 胞 寝 潤 竈 ア リ、 甚 ダ廣 汎 ニ シ テ ー 部 ・・

遠 ク肋 膜 直下 二 迄 達 ヌ。 斯 ル病 竈 ヲ精 査 ス ル ニ1ヘ

マ トキ シ リ ン」染 色 標 本 二 於 テ ・・肺 胞 構 造 明 カナ ラ

ザ ノレモ、 彊 力 繊 維 染 色標 本 二於 テ ハ 容 易 一 肺 胞 構 造

ヲ 認 ム、 即 チ肺 胞 中隔 毛 細 血 管 ・・振 張 シ、 肺 胞 中隔

ハ 滲 出 細胞 ノ爲 肥 摩 シ爲 二肺 胞 腔 ・・狡 小 ト ナ リ、 中

二 「加 レミ ソ」細 胞 或 ノ・多 核 白血 球 ヲ充 渦 ス、斯 ル 「カ

ル ミ ソ」 細 胞 ・・甚 グ大 ニ シテ狭 小 ナ ル 肺 胞 内 二唯1

個 ノ「加 レ ミソ」細 胞 ヲ以 テ 充 塞 セ ル モ ノ ア リ。 多 核

白血 球 ・・多 ク ・・「加 レミ ソ」顧 粒 ヲ貧 喰 ス。「加 レ ミソ」

細 胞 或 ・・「加 レ ミ ソ」細 胞 ト其 形態 全 ク同 一 ナ ノレモ1カ

)1/ミ ソ1ヲ 振 取 セ ブご一 部 ・・黒 褐 色 ノ色 素 ヲ有 ス ル上 皮

標 細 胞 及 ビ多 核 白血 球 ノ・叉 肺 胞 中隔 内 一 存 在 ス 、 殊

二多 核 白血 球 多 シ。 病 竈 ノ周 邊部 帥 チ肋 膜 下 二近 キ

部 位 二於 テ ハ 肺 胞 内 二赤 血球 ヲ充 滞 セ ル モ ノ ア ジ、

或 ノ・肺 胞 膜 赤 染 シ漿 液 ヲ容 アレ ・部 位 ア リ。 一 部肋 膜

下 二血 管周 圃 炎 ヲ認 ム。

動 物 番 號 、16、 殺 時膿 重 、470瓦

BCG1竈 皮 下注 射後1ケ 刀、 結 核 菌 加 「加 レ ミソ1

溶 液0.3蛭 氣 管 内注 射 後 直 チ ニ死 亡 セ ル モ ノ、

肉 眼 的所 見、 肺 臓 ノ割 面 ヲ見 ル ニ 「カ,レミ ソ」染 色 部

ハ氣 管枝 二沼 ヒ割 面 ノ約 牛 バ ヲ占 居 ス。

顯 微 鏡 的所 見、 右 肺 下葉 ヲ検 ス ル ニ 中等 氣 管 枝 腔 内

ニ バ 小 景 ノ滲 出液 、 上皮 標 細 胞 、 多 核 白血球 及 ピ 多

量 ノ 「ヵ'レミ ソ1ニ テ淡 赤 色 二著 色 セ ル粘 液 ノ小 球 滴

ヲ容 ル ・モ細 胞 ・・「加 レ ミソ」 ヲ掘 取 セ ズ。 氣 管 枝 粘

膜 、 肺 胞 基膜 」叉禰 蔓 性 二赤 染 ス。 「加 レ ミ ソ」・・一 部

肺胞 中 隔 内 二入 リ 共 部 ノ上 皮 様 細 胞 殊 二細 胞 核 ヲ禰

蔓 性 二赤 染 ス ノレモ顧 棚 犬二撮 取 セ ノレモ ノ ヲ 見 ズ。 一

部 ノ肺 胞 中隔 ノ・上 皮様 細 胞 ニ テ 肥 厚 ス、 之 ノ・特 二氣

管枝及ビ血管周園ノ肺胞二見ラ レ多核白血球叉小量

二存在ス、初感染ニヨルモノナルベシ。結核菌ハ「ヵ

ル ミソ」二蔽ハ レテ誰明 シ難シ。

動物番號、19、 殺時膿重、320瓦

BCG1竜 皮下注射1ケ 月後結核菌10分 ノ1選 氣管

内注射後5分 目ノ所見 ・

肉眼的所見、肺臓所攣ナシ。

顯微鏡的所見、右肺下葉 ヲ楡 スル ニ氣管枝腔内二・・

滲出液及 ビ細胞少 シ。肺胞・・殆 ソド正常ナルモ ー部

少藪ノ上皮様細胞 ヲ其腔内二有スルモノアリ、一部

・・既二結核菌ヲ撮取ス.小 血管及ビ比較的大ナ,レ 血

管周園ニハ小圓形細胞 ノ浸潤 ヲ認 ム、斯ル血管周園

炎・・既二肉眼的二於テ小舟黒占トシテ認メラル。

動物番號、20、 殺時膿重、350瓦

BCG1罷 皮 下注射1ケ 刀後人型結核菌10分 ノ1彪

氣管内注射後10分 目ノ所見

肉眼的所見、肺臓所墾ナシ。

顯微鏡的所見、右肺下葉 ヲ検スル ニ 氣管枝腔・・圭 ト

シテ上皮標細胞ニテ充サル、多核白血球存在ス,レ モ

少藪ナ リ.肺 胞・・毛細管稻 充血ス)レモ細 囎 加ヲ

認メズ、所 々肺胞内二少倣 ノ上皮様細胞剥落シ著シ

ク腫大ス。結核菌ノ・肺胞壁二附著シ遊離 ノ儘存在ス。

動物番號、21、 殺時禮重、315武

BCG1猶 皮下注射1ケ 月後結核菌10分 ノ1選 氣管

内注射後30分 目ノ所見

肉眼的所見、右肺上葉ノ牛、中葉 ノ全部 ノ・暗褐色透

明ノ感アリ、空氣含量二乏 シク共一部ヲ切 リテ 水中

二投ズ1レニ沈下ス。

顯微鏡的所見、右肺中葉 ヲ検鏡スル ニ 中等大氣管枝

腔内二・・滲出液多吊二存在 シ、上皮様細胞及ビ「エオ

ジソ」嗜好細胞 ノ多量 ヲ容ル、雨細胞 ノ数量的關係・・

雨者略 ζ同倣ナリ、何 レモ結核菌 ヲ拓取スルモ/ア

リ。結核菌・・倫細小氣管枝 ノ 内壁二遊離 ノ儘附著セ

ルモノ多ク、斯 ル部位二接ス ノレ肺胞内ニハ上皮様細

胞 ヲ充浦 スr寓 眞第2圖 参照)。 斯ル上皮様細胞ノ原

形質ノ・甚ダ大ニシテ著明二空泡ヲ形成 シ 互二相膣迫

シテ原形質 ノ境界明カナ ラ ズ、肺胞 中隔肥厚セザル

時・・容易二肺胞構造 ヲ認識 シ得ルモ、中隔内ニ モ亦

同様 ノ上皮様細胞墳加スル時 ・・一見肺胞構造 ヲ認ム

,レヲ得ズ、斯ル細胞培加部位二多核白血球殊二「エオ

ジソ」嗜好細胞 ノ少数 ヲ混在ヌルコトアリ、或ノ・中隔

内二存在 ン或 ハ肺胞内二游出ス.肺 胞内二剥離セ,レ
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上皮標細胞二・・結核菌ヲ撮取セルモノ少 シ。上皮様

細胞 ニノ・核溝失シ蜂窩状 ノ原形質ノミ ヲ認ムルモノ

アリ、コハ前回報告二於テモ認メ タ リ。病竈 ノ中央

部ノ・上記 ノ如キ上皮様細胞 ニテ占居セラァレ・モ周邊

部 ノ肺胞内二 ・・比較的細胞少ク且多核白血球多 シ。

一部肋膜直下二小静脈周園炎アリ
。

動物番號、22、 殺時禮重、380瓦

BCG1選 皮下注射1ケ 月後人型結核菌10分 ノ1彪

在射後1時 間目ノ所見。

肉眼的所見、肺臓所攣ナシ。

顯微鏡的所見、右肺下葉 ヲ検スル ニ 中等大氣管枝腔

内ニノ・主 トシ テ上皮様細胞充満ス.肺 胞毛細管充血

スル外肺臓實質二著攣ナシ。

動物番號、23、 殺時膿重、380瓦

BCG1竈 皮下注射1ケ 月後人型結核薗氣管内注射

後3時 間目ノ所見。

肉眼的所見、肺臓所攣ナシ。

顯微鏡的所見、右肺下葉ヲ検スル ー 中等大氣管枝腔

内二・・多核白血球及 ピ大小軍核細胞 ヲ容ル、其籔量

的關係・・多核白血球最モ多ク、、三者何 レモ 結核菌ヲ

掘取ス,レモノアリ。肺臓 ノ所 々二 細胞寝潤竈アリ、

或ル肺胞 ハ上皮様細胞 ニテ、他 ノ肺胞・・多核白血球

ニテ充 サ ル、其部位的關係 ニー定 ノ定律ナシ、叉何

レモ結核菌 ヲ撮取ス。肺胞・・所々殊二比較的大 ナ ル

氣管枝二近ク存在スレモノニ於テ ノ・上皮様細胞及ビ

比較的多数 ノ多核白血球ノ増加ニヨ リ中隔肥厚ス、

中隔内ニハ結核菌ヲ認 メ ズ。病竈部位 ノ近クニ存在

スル血管二於テ・・共内壁二軍核細胞多数存在 シー部

ノ・腔内二充満ス。

動物番號、24、 殺時膣重、300瓦 。

BCG1竈 皮下注射1ケ 月後人型結核菌10分 ノ1彪

氣管内注射後5時 間目ノ所見。

肉眼的所見、肺臓所攣ナシ。

顯微鏡的所見、右肺下葉 ヲ検スル ニ 氣管枝腔内二・・

圭 トシテ 多核白血球及ビ少数 ノ大軍核細胞 ヲ容ル、

其藪量的關係ハ3時 間目ノ所見二比 シ軍核細胞ハ著

シク減 少 ス。雨細胞ハ何 レモ結核菌ヲ概取ス。氣管

枝上皮細胞二結核菌ヲ撮取スルモノナ シ。粘膜内及

ビ氣管枝壁、或 ノ・氣管枝周園淋巴腺内二結核菌ヲ謹

明セズ。肺胞中隔ノ・一般 二上 皮様細胞及ビ多核 白血

球ノ増加ニヨリ肥厚スノレモ肋膜下二至ルニ從 ヒ輕度

トナル。所 々肺胞内細胞滲出ノタ メ 肺胞構造ヲ認メ

得ザ ノレ部位アリ、斯ル部位ニノ・多核細胞 ・・上皮様細

胞二比 シテ多シ、何 レモ結核菌 ヲ掘取スノレモノァリ。

病竈部位ノ近 クニ存在スル血管ノ内壁二 ・・軍核細胞

多数存在 シー部ノ・腔内ヲ充滞ス。

動物番號、25、 殺時禮重、300瓦

BCG1地 皮下注射1ケ 月後人型結核菌10分 ノ1竜

氣管内注射後10時 間 目ノ所見。

肉眼的所見、右肺下葉二米粒大 ノ暗紫色ノ部位アリ。

…顯微鏡的所見、右肺下葉ヲ検スル ニ 病竈内部 ノ氣管

枝腔内ニノ・多数ノ多核 白血球 ヲ容ル ・モ輩核細胞ヲ

認メ ズ ー部ノ・結核菌 ヲ撮取ス。肺門部二接スル部位

'二廣汎ナル細胞浸潤竈ア♪レモ限局性ニシテ 周園肺組

織 ト比較的明確二境界セ ラ ル、肋膜二近キ部位ノ・比

較的病攣程度輕度ナリ。細胞寝潤部 位 ノ・「ヘマトキ

シリソ、エオジソ」染色標本二於 テノ・肺胞構造明カ

ナラザ ル モ、揮力繊維染色標本二於テノ・明カニ肺胞

構造 ヲ追及スルヲ得、卸 チ 肺胞中隔ノ・上皮標細胞及

ビ多核白血球 ノ増加ニヨリ肥厚 シ毛細管振張 シテ赤

血球 ヲ充漏ス、中隔肥厚ニヨリ狭小 トナ リタ ル 肺胞

腔内ニノ・圭 トシテ上皮様細胞及 ビ比較的多撒 ノ白血

球存在ス。一部肺胞内二出血セノレモノアリ。結核菌ハ

中隔内若 シク・・肺胞内二存在ス ル上皮様細胞二撮取

セラ,レ・モノアリ、願粒状ニシテ1個 ノ細胞内 二多

鍛存在ス。病竈内部 ノ動静脈内二・・輩核細胞充漏ス。

丙 経氣道免疫動物二於ケル所見

動物…番號、29、 殺時禮重、360瓦

本動物・・封照ニシテ結核菌氣管内再接種 ヲ行 ・・ズ.

BCG氣 管 内接種1ケ 月ニシテ屠殺セルモノナリ。

肉眼的所見、右肺下葉 一帽針頭大暗褐色透明 ノ感ア

ル斑黙1個 存在スル外著攣ナ シ。

顯微鏡的所見、右肺下葉ヲ検スルニ氣管枝腔内 一 ・'

上皮標細胞及 ビ少倣 ノ多核白血球圭 トシテ 「エオジ

ソ」嗜好細胞ヲ容ル、滲出液多量ナノレモ細胞ノ・少 シ。

「エオジソ」嗜好細胞ハ粘膜上皮細胞 ノ間ニモ ア リ・

叉粘膜雛髪内ノ毛細管内二存在スル・・「エオジソ」嗜

好細胞多シ。比較的大ナル氣管枝二沼ヒ テ小細胞寝

潤竈 ア リ、之上皮様細胞 ノ中隔内及 ピ肺胞内二浸湖

セルモノナ リ。一般二肺胞中隔ハ輕度二肥厚 シ腔内

二上皮様細胞 ヲ剥晩ス、多核白血球・・甚ダ少数ナリ、

中隔内ノ塵挨細胞ニ テ顧粒状ノ抗酸性菌 ヲ掘取セル

モノヲ認 ム。

動物番號、27、 殺時禮重、410瓦
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BCG1地 氣管内注射1ケ 月後4%「 リチオン、加レ

ミン」溶液0.3耗 氣管内注射後7時 間30分 ニ シテ屠

殺セルモノ。

肉眼的所見、右肺下葉ニノ・所 々不齊形 ノ暗紫色精 く

透明 ノ感アル部位ヲ認ム。

顯微鏡的所見、右肺下葉 ヲ弱振大ニテ之 ヲ見ルニ中

心部 ノ大氣管枝 ノ存在スル部位 ヲ中心 トシテ 廣汎

ナル範園二亙 リテ 細胞浸潤 ノ爲肺胞構造不明ナル部

位 アリ。細胞浸潤・・遠 ク肋膜直下ニ モ 達 シ赤染セ,レ

漿液ヲ此部二認 ム。大ナ,レ氣管枝腔内 ニ ノ・「カ,レミ

ソ」 ニテ禰蔓性二赤染セ ル 漿液及 ビ共中二多数白血

球存在ス。一層ノ上皮細胞ヲ以テ被覆セラル ・小氣

管枝二於テハ上皮細胞上二薄ク赤色 ノ滲出液 ノ粘著

セルヲ認ム。細胞寝潤部位 ヲ強披大ニテ検スルニ 肺

胞内ニノ・細胞多数游出シ、爲 二 肺胞構造不明ナルモ

ワイゲルト氏揮力繊維染色標本二於テ之ヲ見;レニ肺

胞 ヲ明カニ追及スル ヲ得、帥チ肺胞中隔ハ上皮様細

胞及 ビ多核白血球 ノ増加ニヨリ肥 厚 シ、肺胞腔・・歴

迫 セラレテ狭小 トナリ、狭小ナル肺胞腔内ニノ・「加レ

ミソ」細胞 ノミヲ容,レ・モノア リ、多核白血球 ノミ

ヲ容ル ・モノ、或ノ・叉雨者ヲ混入セルモノ ア リ。肺

胞中隔内/上 皮様細胞及ビ多核白血球 ノー部・・叉 「ヵ

ル ミソ」 ヲ撮取 ス、一般二多核白血球多 シ。「カルミ

ソj細 胞ヲ認 メザル部位二於テモ亦 上皮様細胞及ピ

多核白血球 ノミ受潤竈アリ。一般二 「カルミン」細胞ヲ

認 メザル部位二於テ・・細胞浸潤輕度ナ リ。大ナル氣

管枝 ノ周園二存在スル淋巴濾胞・・稽 く肥厚セル ガ 如

キモ「カルミソ」願粒 ヲ認 メ ズ。所 々肋膜直下二血管

周園小圓形細胞浸潤 ヲ認ム。

動物番號.29、 殺時膿重、310瓦

BCG1彪 氣管内注射一ケ月後結核菌10分 ノ1彪 氣

管内再接種後5分 目ノ所見。

肉眼的所見、肺臓所墜ナシ。

顯微鏡的所見、右肺下葉ヲ検スル;氣 管枝腔内ニノ・

甚 ダ少琶ノ滲出液及 ビ少数ノ上皮檬細胞 ヲ含 ム、結

核菌ノ・尚遊離存在スル モー部上皮標細胞二附著セル

毛ノ ア リ。氣管枝壁直下二上皮様細胞 ノ著明二壇加

セル部位アリ。斯ル部位 二接ス ル 肺胞ノ・共中隔内二

少数ナルモ大ナ ル 上皮様細胞塘加 シ、一部ハ肺胞腔

内二剥離 シ、蝿力繊維ノ示ス肺胞形ノ燭Lレ 肺胞腔ノ・

小 トナル、部位 ニヨリテノ・腔内 二 多核白血球及ピ赤

血球 ヲ容 ル。結核菌ハ肺胞壁二附著 シ壁立塵挨細胞

二撮取セラ,レ・モノアリ。

動物番號、30、 殺時膿重340瓦

BCG1彪 氣 管内注射一ケ月後人型結核菌10分 ノ1

雇氣管内再接種後10分 目ノ所見

肉眼的所見、右肺下葉背部二精 く透明ノ感ア ル 暗紫

色 ノ小斑鮎アリ。

顯微鏡的所見、右肺下葉 ヲ検スル ニ 氣管枝腔内ニノ・

大小ノ軍核細胞 ヲ容ル ・モ 多核白血球ハ甚ダ少シ。

肺胞中隔・・上皮様細胞ノ培加ニヨ リ肥厚 シ多核白血

球叉少数存 在 ス。大小上皮様細胞 ノ肺胞内 き剥離

セル部分多シ、上皮様細胞 ノ大サノ・種 々一シ テ大小

何 レモー部・・塵埃 ヲ振取ス、斯ル肺胞内二 ・・種々ナ

ル量ニテ淡赤色二染色セル滲出液 ヲ容 ル、叉部位ニ

ヨリテノ・斯ル滲出液中二赤血球 ノ混入 セ ル モ ノア

リ、小ナ ル淋巴球様細胞亦混在ス。塵挨細胞及ビ夫

レト同一ノ形態ヲ有スル上皮様細胞 ハ ヌ肺胞中隔内

ニモアリテ斯)ttt部位 二於テ ハ肺胞構造ハ甚 シク雷Lv

肺胞 ノ大サ ・・大小種 々ナ リ。結核菌ハ術上記滲出液

中二遊離存在スルモノアルモ多ク ノ・大小上皮様細胞

二掻取セラル。

動物番號、31、 殺時盟重、430瓦

BCG1晒 氣管内注射1ケ 月後人型結核菌10分!1

竜氣管内再接種後30分 目ノ所見

肉眼的所見、左肺下葉二不齊形 ノ小斑黒占アリ。

顯微鏡的所見、左肺下葉 ヲ検スル ニ 氣管枝腔内二・・

多量ノ滲出液及 ビ細胞 ヲ容ル、細胞ノ・上 皮様細胞及

ビ多核 白血球殊二 「エオジソ」嗜好細胞ニシテ前者ノ・

後者二比シテ稽 く多シ、何 レモ ー 部ハ結核菌ヲ掘取

ス。肺胞中隔ハ著明二上皮様細胞 ノ培加ニヨ リ肥厚

ス、從ツ テ肺胞腔ハ狭小 トナリ腔内ニノ・圭 トシテ大

輩核細胞ヲ容ル、小軍核細胞叉多倣存在スル モ 多核

白血球ハ少 シ、少倣ナル多核細胞ノ大多倣ハ 「エオジ

ン」嗜好細胞 ナ リ、肺胞内ノ大軍核細胞ニノ・結核菌

ヲ囁取セルモノ散在ス、1個 ノ細胞ニ テ 常二多数ノ

結核菌 ヲ撮取ス。一般二血管振張シ充血 ヲ示 シー部

肺胞腔内二出血ス。氣管枝周園ニハ 「エナジン」嗜好

細胞多数存在ス。

動物番號、32、 殺時盟重、330瓦

BCG1選 氣 管内注射1ケ 月後人型結核菌10分 ノ1

彪氣管内再接種後1時 問目!所 見。

肉眼的所見、肺臓所墾ナシ。

顯微鏡的所見、右肺下葉 ヲ槍ス)L・二氣管枝腔内=-2・
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多量 ノ滲出液及 ビ少量 ノ細胞ヲ容ル、細胞 ハ圭 ト シ

テ多核白血球ナルが少数二大小軍核細胞 ア リ、何 レ

モ結核菌 ヲ振取スル モ 多核白血球 二喰細胞多 シ、結

核菌ハ爾遊離存在セルモノアリ。所 々二肺胞内細胞

寝潤竈多数存在入 圭 トシテ上皮様細胞ニンテ多核

白血球ハ少 シ、多核白血球・・「エオジソ」嗜好細胞多

シ、上皮様細胞バー 部結核菌 ヲ撮取ス。一般二血管

振 張シ充血 シー部肺胞内二出血 シ氣管枝腔内二赤血

球 ヲ認ムノレ部位アリ。

動物番號、33、 殺時鐙重、300瓦

BCG1彪 氣管内注射1ケ 月後人型結核菌10分 ノ]

彪氣管内再接種後3時 間目ノ所見。

肉眼的所見、右肺上葉・・粟粒大暗紫色牛透明 ノ∫鳩 占
日

アリ。

顯微鏡的所見、右肺上葉ヲ検スル ー氣管枝腔内二・・

滲出液 ヲ多量二容 ル、共滲出液内二多数 ノ多核白血

球及 ビ少数 ノ上皮様細胞 アリ、共 一 結核菌ヲ貧喰ス

ルモ其数量的關係ハ明カナ ラ ズ。氣管枝粘膜内二結

核菌 ノ存在スルヲ 見 ズ。粘膜雛髪 ノ中心ヲ走,レ毛細

血管バ ー 部高度二振張 シ内二多数ノ多核白血球存在

ス。大氣管枝 二沼 ヒテ大ナ ル 細胞浸潤竈ア リ、精査

スルニ氣胞壁 ・・上皮様細胞及 ビ多核白血球 ノ増加ニ

ヨリテ肥厚シ氣胞腔ハ狭小 トナ リ、其狭小ナル腔内

二・・叉上皮様細胞及 ビ多核白血球 ヲ容 レ爲 ニー一見肺

胞構造 ヲ消失スル モ弾力繊維染色標本二於テ・・明カ

ニ肺胞構造ヲ知ル ヲ得。上皮様細胞及ビ多核 白血球

ノ・肺胞中隔内二存在スルモノニ於テモ或 ノ・肺胞腔内

二存在スルモノニ於テモ何1ノモ 結核菌ヲ貧喰スノレモ

特二肺胞腔 内 ノ上 皮 様細胞最モ多ク結核菌 ヲ掘取

ス。滲出細胞・・上皮様細胞稽 く多 シ。斯ル病竈附近

ノ動脈ハ其腔内二多核内血球 ヲ多数二容 ル。一般二

本標本 二於テ ノ・病竈附近 ノ動静脈二・・其内壁或ハ腔

内二軍核細胞 ヲ多ク容ル・モノ ア リ。細小氣管枝ノ

分岐部二於テ其吸氣ノ正面衝突ス ル 部位 ノ肺胞壁二

細胞浸潤ア)レ・・注目二値ス。弱擾大二於 テ肋膜直下

二肺胞 ノ大 サ ニ相當シ比較的限局性ノ細胞浸潤ア

リ、振大 シテ見ルニ肺胞内二大小各種 ノ圓形細胞集

合存在シ此部ニノ・結核菌 ヲ謹明セズ。

動物番號、34、 殺時盟重、340瓦

BCG1彪 氣管内注射1ケ 月後人型結核菌10分 ノ1

選氣管内再接種後5時 間目ノ所見。

・肉眼的所見、肺臓所攣ナシ。

顯微鏡的所見、右肺下葉 ヲ槍スノレニ氣管枝腔内二・・

上皮標細胞及 ビ少倣ノ多核白血球 アリ。肺胞中隔・・

一般 二上皮様細胞 ノ培加ニヨリ肥 厚 ス、多核白血球

・・少シ。所 々散在性二肺胞内細胞浸潤竈多藪存在ス。

滲出細胞・・大ナ ル上皮様細胞多キモ中隔内二・・小圓

形細胞多 シ。

動物番號、35、 殺時'膿重、300瓦

BCG1彪 氣管内注射1ケ 月後人型結核菌10分 ノ1

晒 氣管内再接種後10時 間目ノ所見。

肉眼的所見、左肺下葉 ニー部暗紫色梢 く透明ノ感 ア

,レ痴黒占アリ。

顯微鏡的所見、左肺下葉 ヲ槍鏡スノレニ躬振大 二於テ

・・切片標本ノ殆ソド全割面二亙 リ テ細胞浸潤 アリテ

僅 カニ肋膜直下二L部 肺胞構造ヲ見)レニ過 ギ ズ、強

振大二於テ之 ヲ見ル ニ中等大氣管枝腔内二・・滲出液

蛇二多数ノ細胞 ヲ含ム、細胞 ・・殆 ソ ド多核白血球 ニ

シテ多数 ノ結核菌ヲ概取ス。肺臓實質・・細胞浸潤 ノ

爲■ヘマ トキシリソ、エオジソ」染色標本 二於テ・・肺

胞構造明カナラザル モ彊力繊維染色標本二於テ見ル

時ノ・肺胞中隔・・高度二肥厚 シ、肺胞腔ノ・狡小 トナ リ

其部二細胞ヲ充 満 ス、細胞 ハ上皮様細胞及 ビ多核白

血球ニンテ上皮様細胞稽 く多シ。多核白血球ノ・「エ

オジソ」嗜好細胞比較的多ク藪個或ノ・数十個宛集合

存在 シ、殊 二氣管枝壁或ノ・血管壁直下二多 シ。病竈

ノ内部ノ動静脈・・其内壁及ビ腔内 一 軍核細胞多藪存

在 シ高度ナ,レモノニ於テ ハ腔 ヲ完全二閉塞セルモノ

ア リ。血管周園ニノ・殆 ソド毎常上皮様細胞培加 ス。

結核菌・・上皮様細胞二概取セラレ至 ル所 二見出スヲ

得ノレモ肺臓内淋巴濾胞内ニハ結核菌 ヲ詮明セズ。比

較的浸潤輕度ナ,レ肺胞腔内二 ・・赤血球 ヲ容ルモノ多

シ。

第3實 験

甲 初感染動物二於ケル所見

動物番號、52、 殺時禮重、450瓦

BCG2彪 氣管内注射後5分 目ノ所見。

肉眼的所見、肺臓所墾ナシ。

顯微鏡的所見、右肺下葉ヲ槍スル ニ 氣管枝腔内二多

量ノ粘液ヲ容ル ・モ 細胞成分二乏 シ、其凡テノ・大軍

核細胞ニシテ核攣性 ヲ認メズ、一部・・既 二結核菌 ヲ

振取スルモ ノアル モ 結核菌ノ・尚遊離存在セルモノ多

シ。肺胞ノ・一般二正常ナル モ ー部肺胞壁ハ上皮様細

胞及 ビ小輩核細胞ニテ肥厚シ肺胞腔ノ・狭小 トナ リ内
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一ノ・卑核細胞 ヲ充満セル部位アリ。

動物番號、53、 殺時禮重、430瓦

BCG2彪 氣管内注射後30分 目ノ所見。

肉眼的所見、肺臓所憂ナシ。

顯微鏡的所見、右肺下葉ヲ検スノレき 中央部 ヲ走アレ大

ナ ル 氣管枝 ノ腔内二滲出液及ビ多敷 ノ多核白血球 ヲ

容ル、其多クノ・結核菌 ヲ撮取セザル モー部結核菌 ヲ

掘取 スルモノ ア リ。氣管枝腔内ノ細胞ハ部位 ニヨリ

テ異ナ リ近接肺組織 二上皮様細胞浸潤ア,レ部位 二於

テ・・上皮様細胞 ヲ容ノレ・モノ 多 ク、肺組織 ノ比較的

正常ナノレ部位二於 テノ・小軍核細胞 ヲ容 ノレ ・モ ノ多

シ、氣管枝腔内二於テハ肺實質内二比 シー般二結核

菌少 シ。比較的小ナ ル 氣管枝二近キー肺胞内二上皮

標細胞 ノ充渦セ,レモノアリ、其多ク ・・頬粒状ノ結核

菌 ヲ 多数掘取ス。其隣接肺胞 ノ壁立上皮様細胞ニテ

多数ノ結核菌 ヲ掘取セァレモノ ア リ、或ハ結核菌ハ肺

胞中隔内二入 リテ遊離存在 ンー部ハ共部 ・・存在スル

塵埃細胞二撮取サルモノア リ。一部肋膜直下二於テ

肺胞中隔 ノ上皮様細胞増加ニヨリ肥 厚 セ ノレ部位ア

リ、斯ル部位二於テ ・・肺胞ハ大小種 々ニシテー般二

=甚ダ狡小 トナ,レ、此部二比較的多数ノ結核菌存在 シ

大ナノレ塵埃細胞二振取セラノレ・モノ多 シ。氣管枝直

下二・・多核白血球多数存在スル モ 結核菌ヲ撮取ス]レ

モノナシ。血管周園二小圓形細胞浸潤部位アノレモ 結

核菌ヲ謹明セズ。

動物番號、54、 殺時膿重、350瓦

BCG2彪 氣管内注射後1時 間目ノ所見

肉眼的所見、肺臓副葉1個 慢性無氣肺 ヲ呈ス。

顯微鏡的所見、右肺下葉ヲ検スル ニ氣管枝腔内ニノ・

小軍核細胞 ア リ、其滲出細胞ニノ・結核菌 ヲ含有セザ

レドモ其周園肺胞中隔 内 一 ・・多 販ノ結核菌 ヲ詮明

ス、]部 ・・上皮標細胞二撮取セラレー部ハ遊離存在

ス、f苛一・部ノ・肺月包壁二附著セJレモノア リ。弱振大二

於テノ・比較的著攣ナキ部位 ヲ弧振大ニテ見ル ニ肺胞

中隔内或 ハ肺胞壁上 一結核菌 ヲ概取セノレ上皮様細胞

アリ、其一部 ・・同時二塵埃 ヲ概取ス。之二反 シ肺胞

壁/小 圓形細胞及ビ少数 ノ上皮標細胞 ヲ以 テ 強ク1受

潤セラル ・部位二於テ・・結核菌 ヲ殆 ソド讃明セズ。

動物番號、55、 殺時膿重、430瓦

BCG2睡 氣管内注射後3時 間日ノ所見。

肉眼的所見、左肺下葉二暗紫色牛透明ナル斑鮎アリ。

顯微競的所見、左肺下葉 ヲ検ス,レニ氣管枝腔内ニハ

多量ノ滲出液及 ビ少量 ノ上皮様細胞ヲ容ル、其多ク

ハ結核菌 ヲ掻取ス。氣管枝二沼 ヒテ大ナ ル 細胞浸潤

竈 アリ、卸 チ上皮様細胞ノ・肺胞内ヲ充 シ結核菌 ヲ振

ルモノ多 シ。斯ル病竈内ノ中隔・・一般 二肥厚セズ、

之二反 シ其接績肺胞 ノ中隔・・上皮様細胞及 ビ少敬/

小軍核細胞ニテ肥軍ス。

乙 皮下免疫動物二於ケル所見

動物番號、56、 殺時lj重 、400瓦

本動物ノ・封照ニシ テBCG2選 右脚内側皮下注射1

ケ月後再感染セズ屠殺セルモノナリ。

肉眼的所見、肺臓所攣ナシ。

顯微鏡的所見、右肺下葉 ヲ槍スル ニ末梢氣管枝内二

多量 ノ滲出液及ビ少撒 ノ細胞ヲ容,レ、細胞ハ圭 トシ
　

テ大軍核細胞ナノレモー部多核白血球アリ。肺臓殆 ソ

ド所憂ナキモー一部肺胞 中隔輕度二上 皮様細胞ニテ肥,

厚 ス。血管周固炎 ヲ認 メズ。

動物番號、57、 殺時膣重、3SO瓦

BCG1選 皮 下注射1ケ 月BCG2後 選 氣管枝内再

感染後5分 目ノ所見。

肉眼的所 見、左肺上葉 ノー部及 ビ副葉]個 慢性無氣

肺ノ所見ヲ呈 ス。右肺表面二徽個 ノ帽針頭大ノ赤色

斑鮎アリ。

顯微鏡的所見、右肺下葉 ヲ検ス♪レー氣管枝腔内二…

少数 ノ・エオジン」嗜好細胞アルモ結核菌ヲ誰 セ ズ。

一部肺胞内 一 少数ノ塵埃細胞剥離 シ或ルモノ・・結核

菌 ヲ振取ス。結核菌・・爾遊離存在セルモノ多 シ。

動物番號、58、 殺時禮重、450瓦

前號動物 ト同一ノ虎置ヲ施セノレモノ。

肉眼的所見、肺臓 ノ各葉二於 テ 共肺根部位二暗紫色

/小 斑鮎アリ、其他一般二著攣ナシ。

顯微鏡的所見、左肺下葉 ヲ検スル ニ大氣管枝腔内二

・・滲出液多キモ細胞少 シ、細胞・・圭 トシテ多核白血

球殊二「エオジソJ嗜好細胞 ナ リ。前記肺根部 ノ小疵

鮎 ヲ見,レニ肺胞内二・・大小軍核細胞 及 ビ「エオジン」・

嗜好細胞ヲ容 レ、中隔叉是等細胞 ノ増加ニヨ リ肥厚

ス。結核菌 ハ 氣管枝腔内或・・肺胞腔内二於テ遊離存

在セルモノヲ認ム。

動物番號、59、 殺時膿重、270瓦

BCG1選 皮下 注 射1ケ 刀後BCG2選 氣管内再接

種後30分 目ノ所見。

肉眼的所見、右肺上葉及ビ中葉・・慢性無氣肺 ヲ示 シ、

下葉ハ黒禍色 ヲ呈 ス。左肺上葉 ノ大部分及 ビ下葉 必
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一 部・・無氣肺 ヲ示 ン、左副葉叉無氣肺二陥,レ。

顯微鐘的所見、右肺下葉 ヲ検スル ニ ー氣管枝腔内ニ

ノ・細胞核濃染セ,レ 小細胞相密稠シテ存在 シ中二結核

菌ヲ混 ズ、氣管枝粘膜 ノ剥離 シ其部二多数ノ結核菌

存在セァレ部位 ア リ、上皮細胞二結核菌ヲ撮取セルモ

ノナシ。肺臓實質 ノ・一般二水腫性攣化ヲ示ス、即チ

中隔毛細管高度二振張 シ肺胞腔内・・淡赤色 ノ漿液充

滞ス、細胞成分二乏 シ。左肺下葉 ヲ梅ス,レニー部肺

胞腔浦失スノレモ細胞成分二乏シキ部位 ア リ、之上記

無氣肺 ト総・セルモノナリ。其他ノ・一一般二著墜ナシ。

動物番號、60、 殺時禮重、訪0瓦

BCG1謡 皮 下注射1、ケ月後BCG2種}叉 管内再感

染後1時 間目ノ所見。

肉眼的所見、肺臓所憂ナシ。

顯微鏡的所見、右肺下葉 ヲ楡スル ニ氣管枝腔内二・・

多量ノ粘液 ヲ容 レ少数/大 小輩核細胞存在ス、共部

二個々ノ結核菌存在ス。肺胞中隔 ノ・一般二上皮様細

胞 ノ増加ニヨリ納 く肥厚 ジ、斯 ノレ細胞 ニ テ結核菌 ヲ

概取セノレモノ ア リ。廣汎ナル部位二亙 リ肺胞腔内二

個々ノ塵埃細胞アリ。氣管枝周困ノ淋巴濾胞内 二 ・・

大淋巴細胞比較的多キモ結核菌 ヲ認メズ。

動物番號、61、 殺時膿重、3SO五

BCG]彪 皮下注射1ケ 月後BCG2竈 氣 管 内再感

染後3時 間目ノ所見。

肉眼的所見、特記スベキコトナシ。

顯微鏡的所見、右肺下葉 ヲ槍 スル ニ氣管枝腔・・無数

ノ多核白血球ニテ充塞サルモノ多 シ。共周邊部肺胞

二・・上皮様細胞 ヲ充満セルモノアル モ 其他ハ中隔肥

厚 シ上皮標細胞、小軍核細胞及 ビ多核自血球少数存

在ス、斯ノレ細胞二・・何 レモ結核菌 ヲ揺取スノレモ ノア

リ。

丙 経氣道免疫動物 二於ケノレ所見

動物番號、62、 殺時重禮、50瓦

本動物・・封照ニシテBCG1選 氣管内接種1ケ 月 ・一

シテ屠殺セルモノナリ。

肉眼的所見、右肺上葉尖端部 ノ・暗紫色ニシテ空氣ヲ
●

含有セズ。

顯微鏡的所見、大氣管枝周邊部ノ肺胞 ・・其形不規則

きシテ腔内ニ ハ 少数ノ上皮様細胞 ヲ容ル、本細胞 ノ

原形質ハ腫大 シ高度二攣i性シ或ルモノ ハ破壌 シ繊維

素 ヲ見ルが如キ観 ア リ。肺胞 ニヨリテ・・少藪 ノ多核

白血球 ノ存在スル部位アリ・。肺胞中隔内ニノ・上皮様

細 胞 存在 ス ル モ 同 襟 二攣性 ス'。氣 管 枝 腔 内 二 ・・一 部

多 核 白血 球及 ビ少 薮 ノ軍 核細 胞 ヲ容 ル ・モ ノ ア リ。

輕 度 ノ腺 腫樵 像 ヲ認 ム。 結 咳菌 ヲ誰 明 セ ズ。

動 牛勿番 勢詫、63、 筆隻口寺骨豊重 、380∫ く

BCG1選 氣 管 内注 射1ケ 月 後BCG2延 氣菅 内再

接 種 後5分 目 ノ所 見

肉 眼 的 所 見、 右 肺 上 葉 ・・慢 性 無 氣肺 ノ像 ヲ 示 ヌ、 下

葉 肺 門 部 二近 〃 一 部 限 局性 ノ赤色 斑 黒占ア リ.ノ ・肺 上

葉 一 部及 ビ右 肺 副葉111罰 ヌ,慢性 無 氣 肺 二昭 ・レ.

顯 微 聯 勺所 見、右 肺 下 葉 ヲ1・1黛ス1レ ニ 氣 管枝 腔 内 二 ・'

著 シ ク 多数 ノ輩 核 細 胞 存 在 シ 小 ナ ル 氣 管枝 二於 テ

・・腔 内 ハ完全 二充 塞 サ ノレ、 細 胞 ノ間 ニ ノ・無 数 ノ結 核

菌 存 在 ス ・レモ果 シ テ 資 喰 サ レ居 ・レモ ノナ リヤ明 カナ

ラフこ。 一 部 氣 管 枝 腔 内 二弱 城 大 二於 テ既 一 赤 色 ヲ呈

セ ノレ部 位 ア リ、精 査 ス'レ ニ 無 数 ノ結 核 菌 存 在 シ其部

二甚 グ大 ナ レ 上 皮 楼 細 胞 多 数 存 在 シ結 核 菌塊 ヲ囮綾

ス、 系占核1;蒋塊 二接 ス ノレ 中江二・音Bノ系田児包ノ、上ヒ較 白勺プくニ シ

テ淡 染 ス ル ニ反 シ潟邊 部 ノ細 胞 ・・比 較 的小 シニ テ 濃

染 ス、 之 帥 チ前 同 報 告 二於 テ 見 タ ァレ余 ノ所 謂 軍 核 細

胞 性 暇 性 結 節 二相 當 ス。 氣 管 枝 周 邊 部 ノ肺 胞 ・・上 皮

様 細 胞 ヲ 容 ・レ、 一 肺 胞 内 ノ上 皮†撫 胞 ノ数 ハ甚 グ少

数 ニ シテ1個 乃 至 数 個 ニ シテ 著 明 二腫 大 シ 淡 染 ス。

中 隔 ハ肥 厄 セ フこ。 結 核 菌 ・・肺 胞 内 二脱 落 セ;レ 上 皮 材

細 胞 二樋 取 セ ラノレ・モ ノ多 キ モ、 少 獣 ・・叉 肺 胞 中隔

内 ノ上 皮様 細 胞 二概 取 七 ラ レ、 或 ・・遊 離 ノ儘 肺 胞 内

ニ ア,レ モ ノ、 或 ・・肺 胞 壁 二附 著 セ ノレモ ノ、或 ・・中隔

内 ニテ遊 離 存在 セ ル モ ノ 等 種 々ナ リ、 多 数 ノ結 核 菌

ヲ概 取 セ ノレ上 皮 様 細 胞 ノ核 ノ・一 方 二踵 迫 セ ラ ル。 本

標 本 二於 テ・・細 胞 浸潤 ア ノレ所 必 ズ 結 核 菌 ヲ謹 明 セ

リ。

動 物 番 號 、64、 殺 時禮 重 、360瓦

BCG1睡 氣 管 内 注 射1ケ 月後BCG2i睡 氣 管 内再

接 種 後5分 目 ノ所 見。

肉 眼 的 所 見、 右 肺 上 葉 及 ビ中葉 ノ ー 部 、 左 肺 上 葉 ノ

ー 部 慢 性 無 氣 肺 ノ像 ヲ 示 ス。 其 他 表 面 二多 数 ノ帽 針

頭 大赤 色 斑 鮎 ア リ。

顯 微鏡 的所 見、 右 肺 下 葉 ノー 部 ヲ楡 ス ル 三 末 梢 氣 管

枝 ・・滲 出細 胞 ニ テ充 満 サ ァレ、 圭 ト シ テ 多核 白血 球 ニ

シ テ其一 部 ・・紺 噛 ヲ 概 取 ス.斯 ル病 竈 附 近 ノ肺 胞

内 ニ ノ・滲 出液 及 ビ滲 出細 胞 ア リ、 其 滲 出液 ノ量 虹 二

細 胞 ノ数 ハ種 々ニ シ テ ー 肺 胞 ρq二1、2個 ノ細 胞 ヲ

有 ス ル モ ノア リ、腔 内 ・・細 胞 ニ テ充 漏 セ ル モ ノ ア リ・
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軍核細胞 ノミヲ容ル ・モノアリ、多核白血球 ノ ミ ヲ

容ル ・モノ ア リ、或ハ多核白血球及 ビ軍核細胞 ヲ容

ル ・モノア リ、或ノ・叉多量ノ漿液 ヲ容 レ細胞少 数 ナ

ルモ ノ等種 々雑多二混在ス、肺胞中隔ノ・比較的病攣i

輕度ナリ(爲 眞第3及 第4圖)。 結核菌ハ斯ノレ病竈中

ノ肺胞中隔内ノ細胞二掻取セラル ・モノ多キ モ是等

肺胞内滲出細胞二掘取セラル ・モノ少 シ。

動物番號、65、 殺時膿重、500瓦

BCG氣 管 内注射1ケ 月 後BCG2庭 氣管内再接種

後30分 目ノ所見。

肉眼的所 見、右肺上葉ノー部、下葉 ノー 部及ビ左肺

廣汎 二亙 リテ暗褐色 ノ斑鮎 アリ。

顯微鏡的所見、左肺下葉 ヲ検スル ニ切片標ノドニ於テ

肉眼上既二大小種 々ナ ノレ結節相密糊 シテ存在スルヲ

認 へ 其結節ノ中心部 二存在ス,レ細胞ノ・核 「ピクノー

ゼ」 ヲ示 シ其周園 二少数 ノ大小軍核細胞及ビ多核白

血球存在ス、斯ル結笛相互ノ間二 ・・問質結締織増殖

シ、其部二稀 二 少数 ノ軍核細胞及 ビ多核白血球ヲ藏

スル肺胞存在ス。結核菌 ヲ認 メ ズ。氣管枝腔内ニノ・

圭 トシテ多核白血球存在ス。

動物番號、66、 殺時膿重、3ろ0瓦

前號動物 ト同ジク虜置セ リ。

肉眼的所 見、肺臓各葉二於 テ 所 々慢性無氣肺ノ部位

アリ。

顯微鏡的所見、右肺下葉 ヲ検スル ー氣管枝腔内ニノ・

多量 ノ滲出液及 ビ少数ノ 「エオジン」嗜妃細胞及 ビ軍

核細胞 ヲ容 ル。氣管枝周園 ノ肺胞・・中隔内及ビ腔内

二上皮標細胞及 ビ 「エオジン」嗜好細胞存在スルモ何

レモ高度 二墾性 シ輩核細胞 ノ原形質ノ・紫状ヲ呈 シ
、

「エオジン」嗜好細胞・・破壊 シテ・エオジン
」願粒 ノミ

ヲ鮎在セルモノア リ、斯ル部位 ニ ハ結核菌ヲ誰明セ

ズ。之二反 シー部肋膜直下二於テ限局性 ノ細胞浸潤

竈アリ、中隔内及ビ肺胞腔内ニ ハ 軍核上皮様細胞及

ビ多核細胞混在 シ滲出液存 在 ス、其滲出細胞モ亦攣

性 シ破埋セルモノ ア リ、斯ル肺胞内滲出細胞二・・多

敷 ノ結核菌 ヲ撮取ス。

動物番號、67、 殺時膿重、380.瓦

BCGI竃 …氣管内注射1ケ 月 後BCG2租 …氣管内再

接種後1時 間目ノ所見。

肉眼的蛇二顯微鏡的所 見ハ前號動物 ト殆 ソド同ジ。

動物番號、68、 殺時鵬重、350瓦

BCGユ 竈氣管内注射1ケ 月 後BCG2雇 氣 管内再

接種後3時 間目ノ所見。

肉眼的所見、左肺下葉上部及 ビ下部二暗紫色牛透明,

ノ小斑黒占アリ。

顯微鏡的所見 右肺下葉 ヲ検ヌル ニ氣管枝腔内ニハ

多量 ノ滲出液及 ビ 少数ノ滲出細胞 ヲ容ル、細胞・・上

皮様細胞及ビ小軍核細胞ニシテ 上皮様細胞・・少数ノ

結核菌 ヲ掘取ス。大氣管枝 ノ附近ニー層 ノ上皮様細

胞ヲ以テ被覆セラル ・小管腔少撒群在ス、腔内ハ空

虚ナルモノ ア リ、中二1、2個 ノ上皮様細胞若シク

ノ・多核白血球 ヲ容ル ・モノア リ、斯ル滲出細胞ハ結

核菌ヲ掘取スルモ、管壁ノ細胞 二結核菌ヲ撮取 セ ル

モノヲ認 メ ズ。淋巴濾胞・・著明二屠殖肥厚スルモ結

核菌 ヲ謹明セズ。肺胞 バー般二著攣ナキ モ ー部上皮

様細胞 ニヨリ肥厚シ共細胞 二結核菌 ヲi囁取セル モ ノ

アルモー般二結核菌 少 シ。氣管枝二近キ肺胞ノ・共中

隔上皮様細胞蛇二少倣 ノ多核細胞ニヨ リ肥厚 シ腔内

ニモ亦同標 ノ細胞存在ス、腔内 ノ上皮様細胞ノ・原形

質 ノ空泡形成著明ニシ テ共部二此較的多数ノ結核菌

存在ス。

本研究二封 シ御指導及 ビ御校閲ヲ仰 ギタ ル今村荒男

博士蛇 二清野博博士 二甚大ナ,レ感謝 ノ意 ヲ表ス。
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爲 眞 論 明

第一圖 動物番號11.(結 核菌十分ノー彪氣管内初

接種後3時 間目ノ所 見)

比較的正常ナル肺胞内 二 塵埃細胞少数剥離 シ、
一部ハ結核菌 ヲ概取ス。結核菌ノ・既 二肺胞中隔

内二侵入 シ遊離存在セ,レヲ示ス。

第二圖 動物番號・21.(皮 下免疫動物 二於 テ 結核

菌十分ノー雇氣管内再接後30分 目ノ所 見)

肺胞内 二 大滲出細胞充満 シ(肺 胞炎).該 細胞ノ・

互二相歴迫 シ原質形境界不明ニシテ原形質ハ著

明二空泡ヲ形 成 ス。一般 二斯ル病竈内部ニノ・少

数 ノ多核白血球存在スル モ 共周邊部肺胞腔内ニ
ノ・多核白血球多 シ。

第三圖 動物番號.64… 経氣道免疫動 物 ニテBC

G菌2彪 氣管内再接種後5分 目ノ所見)

肺胞内二多量ノ滲出液及 ビ多核白血球ノ存在ス
ルヲ示ス。

第四圖(第 三圖ノー部 ヲ披大セルモノ)
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